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1. 山村R・木津川花散策手原川                      ・平成 22 年 5 月 8 日(土) 
1.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 春の木津川花散策 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 8 日(土)9：30～12：15 

参加人数 参加総数 10 名  

 一般参加者 8 名 途中 2 名参加を含む 

 河川レンジャー 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:31 手原川での受付ミーティング 

 9:44 木津川左岸下流にむけて観察開始 

 9:48 カラスノエンドウ、スズメノエンドウ、カスマグサの観察 

 10:19 ミヤコグサ群生地での集合写真 

 10:31 タツナミソウ群生地でのレンジャー観察 

 10:48 ヒメジョオンと図鑑 

 10:50 ジャコウアゲハとウマノスズクサ確認 

 12:09 閉会ミーティング 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

 

 

1.2 事前活動  

  

各種資料 

  

冊子 木津川の草花たち 

    

関係機関からの支援内容 特になし  

    

   

レンジャーの活動内容 事前コースの下見  数回実施 
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1.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:31 手原川での受付ミーティング  9:44 木津川左岸下流にむけて観察開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:48 カラスノエンドウ、スズメノエン

ドウ、カスマグサの観察 
 10:19 ミヤコグサ群生地での集合写真 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:31 タツナミソウ群生地でのレンジ

ャー観察 
 10:48 ヒメジョオンと図鑑 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:50 ジャコウアゲハとウマノスズク

サ確認 
 12:09 閉会ミーティング 
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1.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

 

・タツナミソウの群落を発見出来たことは良かった。 

・八幡市からの参加で常に歩いたり自転車で来ているがこれだけの花が咲いているこ

とは知らなかった。 

  

今後の課題 

 

・到着時刻をきちんと守れたが、植物散策と言うゆとりが取れなかった。 

・途中で引き返すことや、休憩所、トイレを考えると岩田流れ橋までは、少しきつい

ようだが、やむを得ない距離と言わなければならないのが苦しいところだ 
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2. 山村R・レンリソウ観察会                       ・平成 22 年 5 月 16 日(日) 
2.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ レンリソウ観察会 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 16 日(日)10：00～11：45 

参加人数 参加総数 13 名  

 一般参加者 12 名  

 河川レンジャー 1 名 山村レンジャー 

 運営事務局  

スケジュール 9:50 近鉄新田辺西口受付 

 10:00 はじめの挨拶 日程説明 

 10:10 目的地に向けて出発 

 10:15 オオカワジシャ キツネアザミ観察 

 10:20 幹線排水路で投機ゴミ観察 内排水路対策の説明 

 10:40 木津川堤防にオオバクサフジ観察 神矢樋門説明 

 11:00 レンリソウ現場に到着 レンリソウ成育本数を調査 

 11:40 現地解散 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

2.2 事前活動  

  

各種資料 

  

レンリソウ写真  

京都木津川の草花たち 

    

関係機関からの支援内容 特になし  

    

レンジャーの活動内容 

 

事前コース点検 

レンリソウ開花調査 

フナバラソウ生育調査 

資料作成 
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2.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:50 近鉄新田辺駅西口 ミーティング  10：10 木津川へ出発 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 9:48 オオカワジシャ等の観察  11：00 レンリソウの観察 

  

  

    

2.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

・よい天気に恵まれてよかった。 

・常にこのコースをジョギングしているので楽しみが増えた。 

・昨年レンリソウを見られなかったので、今年はと思って参加した。 

・レンリソウが咲いていないのが残念だった。 

・これから幾度か訪れて花の咲くところを見たい。  

  

今後の課題 

  

・季節の異常さから開花が大変遅れている。年々再々定刻の開花は無いということを

知った。 

・北海道からの参加者があって驚いた 

・85 歳の誕生伊比に出席出来て良かったと言った感想があった。  

・前回も、今回も何も前宣伝していなかったが、よく人が集まったものだ。 

・十分な手立てなしに実行したが、想定外の出席だった。 

・次回の取り組みのチラシを準備しておくことが必要である。  
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3. 山村R・山城大橋魚採り・寺田小              ・平成 22 年 6 月 12 日(土) 
3.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ キャッチザフィッシュ山城大橋ワンド 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 12 日（土）9：00～12：30 

参加人数 参加総数 60 名  

 児童参加者 28 名 寺田小学校 

 同伴父兄 19 名  

 河川レンジャー 2 名 山村、福井レンジャー 

 講師 1 名  

 教育委員会 4 名 城陽市 

 スタッフ 5 名  

 運営事務局 1 名  

講  師 原氏 (やましろ里山の会木津川部会） 

 菊池氏 (やましろ里山の会木津川部会） 

 福井氏 (河川レンジャー、やましろ里山の会木津川部会) 

スケジュール 9:16 主催城陽市教育委員会のごあいさつ 

 9:23 主催者よりライフジャケット装着の指導 

 9:30 魚採り現地への移動 

 10:20 レンジャーによる魚採取の指導 

 10:42 参加者への投網指導 

 10:51 講師の魚合わせ・メダカ 

 11:25 アンケートと魚合わせシートの記入 

 11:36 レンジャーによる木津川の講義 

実施場所 
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3.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
  

    

関係機関からの支援内容 国交省 木津川出張所：ライフジャケット  

    

レンジャーの活動内容 

 

城陽市教育委員会社会体育課との打合せ 数回。 

現地の視察調査 通路確保のための草刈り実施。 

会場地の安全調査と対策について協議など。 

当日の魚とり指導 安全確保。 

跡かたづけ。 
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3.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:16 主催者城陽市教育委員会のごあい

さつ 
 

9:23 主催者よりライフジャケット装着の指

導 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:30 魚採り現地への移動  10:20 レンジャーによる魚採取の指導 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:42 参加者への投網指導  10:51 講師の魚合わせ・メダカ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:25 アンケートと魚合わせシートの

記入 
 11:36 レンジャーによる木津川の講義 
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3.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

・こんなところにこんな楽しい素敵なところがあったことに驚いた。 

・これまでは琵琶湖に引率していっていた。これからはここがいいのではないか。 

・これだけ多くの魚が取れることを初めて知った。  

今後の課題 

  

・河川レンジャーの指導にいささか不安を持ておられたのは確かだと思う。 

実際に指導しているのを見ると、こうした不安は吹っ飛んだと受け止めた。 

かなり高い感謝の言葉があった。良かった。  
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4. 山村R・昆虫観察山城大橋                        ・平成 22 年 6 月 27 日(日) 
4.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 木津川の川調べ 親子自然観察会(昆虫) 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 27 日(日)9：30～12：30 

参加人数 参加総数 15 名  

 一般参加者 11 名 大人 3 名、子ども 8 名 

 河川レンジャー 1 名 山村 R 

 スタッフ 2 名 やましろ里山の会 

 運営事務局 1 名  

講  師 山村氏 (河川レンジャー） 

スケジュール 9:41 レンジャーによる開会あいさつ 

 9:48 山城大橋西詰にある水防倉庫の説明 

 9:54 草内の渡しの石碑 

 10:06 昆虫観察の場所に移動 

 10:08 モンシロチョウだ 

 10:16 みんなで観察のようす 

 10:17 メハジキ確認 

 10:24 カタツムリ確認 

 10:30 ウメの樹の葉を食べるウメエダシャク確認 

 11:26 せせらぎホールにて確認種の整理 

 11:54 子ども参加者の確認種とりまとめ 

 12:12 レンジャーによる講評 

 12:14 集合写真 

実施場所 
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4.2 事前活動  

  

  

各種資料 

 

 

 

  

    

    

関係機関からの支援内容 京田辺市中部住民センター：好意的に対応してくれた。  

    

レンジャーの活動内容 

 

コースの下見  数回。 

まとめ会場の折衝。 

案内チラシや企画の作成。 
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4.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:41 レンジャーによる開会あいさつ  9:48 山城大橋西詰にある水防倉庫の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:54 草内の渡しの石碑  10:06 昆虫観察の場所に移動 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:08 モンシロチョウだ  10:16 みんなで観察のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 
10:30 ウメの樹の葉を食べるウメエダ

シャク確認 
 11:26 せせらぎホールにて確認種の整理 
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4.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

 

・前回も来たが、来るたびに新しいことが見つかる。 

・みんなでまとめをしたことが良かった。 

・北海道から来られたご婦人が景色に感激されていた。  

  

今後の課題 

  

・暑い時期だったので大変でした。 水分補給に気を使った 

・例年同場所での実施にはマンネリがある。 

・草刈り場所について一部放置するところを残すと、手入れの必要性を知る上で手本

になるのではないか。(もちろん、草刈りの役割や目的をしっかり伝えなければなら

ない)。当然、草むらの生物(昆虫等)を発見する場所として位置付ける。 
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5. 山村R・植物標本作り                              ・平成 22 年 7 月 31 日(土) 
5.1 実施状況  

＜テーマ:木津川植物標本展｢残したい草花たち｣＞ 

テ ー マ 木津川植物標本展 関連教室 ～植物標本作り教室～ 

担  当 木津川出張所管内 山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 31 日(土) 9:30～12:45 

参加人数 参加総数 11 名  

 

 

一般参加者 

協力スタッフ 

運営事務局 

4 名

6 名

1 名

大人 2 名、小人 2 名 

NPO 法人やましろ里山の会 

 

スケジュール 9:30 

 

淀川資料館にスタッフ集合・準備 

参加者受付開始 

 10:00 

10:05 

10:10 

里山の会スタッフより開会の挨拶、活動内容の説明 

淀川河川敷に出発 

採集方法を教えながら標本用植物の採取 

  

11:10 

植生の調査(強害雑草などの観察) 

淀川資料館に戻る 

  参加者休憩 スタッフで標本作業の準備 

 11:20 標本作り開始 

 11:40 一般来館者が飛び入り参加 

 11:55 作業終了 

 12:05 終わりの挨拶 参加者解散 

 12:10 

12:20 

乾燥機を設置し標本を乾燥させる 

スタッフで預かった標本の仕上げ作業 

  後片付け 

 12:45 終了・スタッフ解散 

実施場所 
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5.2 事前活動  

  

  

 

 

 

各種資料 

  

  

 

 
配布資料 

 

関係機関からの支援内容  淀川資料館：作業会場の使用 乾燥作業の監視  

レンジャーの活動内容  現地の下見、植物標本の乾燥、スタッフの確保、 
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5.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
淀川資料館にて集合、開会 

 

 

 

淀川左岸堤防上で植物採取開始 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
標本用のコマツヨイグサを採取 

 

 

 

植生の観察 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
資料館に戻り標本作り開始 

根の付いた土を洗い落として水気を取る 

 

 

 
採取した日付・場所、植物名を書いた新聞に挟む 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
最後に参加者に標記の説明をして解散 

 

 

 

 
手作りの乾燥機。1～2日程乾燥させる 
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5.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

 

特になし 

 今後の課題 

 

参加者が少なかった。 

植物への関心を日常的に高めておく事前準備が必要。 

資料館の性格からして淀川と植物の関連がイメージされにくいところがあったのでは

ないか。川に係ると魚・水質・洪水等が主で、環境分野の取組なので、入館者にとっ

ては、想定外の催しだったのではないか。夏休みの取組としては昆虫等も加えた内容

を考えるのもいいのではないか。 
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6. 山村R・ツバメのねぐら・平成 22 年 8 月 7 日(土) 
6.1 実施状況  

＜テーマ:木津川の川調べ＞ 

テ ー マ 木津川の川調べ ツバメのねぐら 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー 山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 7 日(土) 16:20～19:30 

参加人数 参加総数 7 名  

 

 

一般参加者 

河川レンジャー 

協力スタッフ 

運営事務局 

3 名

1 名

2 名

1 名

 

 

NPO 法人やましろ里山の会 

 

スケジュール 16:20 向島駅にスタッフ集合・参加者受付開始 

 17：00 

17：05 

山村レンジャーの挨拶 配付資料の説明 

宇治川堤防に出発 

  移動しながら自然観察 

 18：00 昭和 28 年台風 13 号による堤防決壊場所に到着 

  配布資料を用いて、当時の様子を振り返る 

  三川合流の移り変わりなどを学ぶ 

 18：35 

 

ツバメのねぐら観察ポイントに到着 

ツバメの観察開始 

 19：30 

 

観察終了 解散 

 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 



19 

6.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

 

 
配布資料 

関係機関からの支援内容 

 

京都府建設部：京都府の 28 年水災害誌の提供を受ける 

三栖閘門資料館：宇治川の破堤写真の提供。 

レンジャーの活動内容 

 

28 年災害資料の収集。 

イベントチラシの作成と配布。 

当日の案内資料の検討。 
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6.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
山村レンジャーの挨拶 

活動内容、配布資料の説明 

 
 

宇治川堤防を移動しながら自然観察 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
昭和 28 年台風 13 号で破堤した向島堤の見学 

巨椋池のあった方面を眺める 

 
 

宇治川河川敷の様子 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
当時の地図を見ながら、宇治川の移り変わりや

三川合流の変化などを学ぶ 

 
 

宇治川左岸ツバメ観察ポイント 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
ツバメの観察風景 
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6.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 

 

・28 年水害について初めて聞いた。 これまで知らなかった。 

・宇治川堤が切れた現場に来て巨椋池の広さを実感した。 

・ツバメの数がこれだけ多くいるのに昨年より少ないと言うが、本当か。 

 

  

今後の課題 

 

ツバメのねぐら入り観察だけでは物足りないので、破堤した現場まで足を伸ばした。

これは、初体験として川や災害を知る上で良かったと思われる。 

破堤現場に記念碑があれば、もっと効果的だ。破堤碑、わざと切れ碑等が最低必要だ

と思った。 

また、こうしたツバメ観察や、散歩者がかなりいるので、宇治川の災害やハザードマ

ップ等の掲示版が必要と思う。 
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7. 山村R・防賀川灯篭流し                           ・平成 22 年 8 月 16 日(月) 
7.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 灯篭流しと防賀川清掃 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 16 日(月) 16：30～20：00 

参加人数 参加総数 37 名  

 一般参加者 30 名  

 河川レンジャー 1 名 山村レンジャー 

 
スタッフ 5 名

田辺団地連合自治会(主催者)、やま

しろ里山の会 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 16:18 呼びかけ看板の設置 

 16:22 防賀川会場全景上流より 

 
16:47 

レンジャーによる川底の藻の除去作業（連合自治会の手で朝から

除去作業を一旦実施済み） 

 17:45 会場設営 

 18:10 灯篭の絵描きその 1 

 18:10 灯篭の絵描きその 2 

 18:06 絵の完成 

 18:12 灯篭船の完成 

 18:25 集合写真 

 18:30 灯篭流しスタート 

 18:58 夜の灯篭流しその 1 

 19:04 夜の灯篭流しその 2 

実施場所 
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7.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし 

    

関係機関からの支援内容 特になし  

    

レンジャーの活動内容 

 

防賀川の清掃作業への協力者集め 

堰止め用の資材の調達。 

防賀川の清掃実施 2 回 前日と当日(午前と実施直前)。 

備品の運び込み。 
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7.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 16:18 呼びかけ看板の設置  16:22 防賀川会場全景上流より 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
16:47 レンジャーによる川底の藻の除

去作業（連合自治会の手で朝から除去

作業を一旦実施済み） 

 17:45 会場設営 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 18:10 灯篭の絵描きその 1  18:10 灯篭の絵描きその 2 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 18:06 絵の完成  18:12 灯篭船の完成 
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 18:25 集合写真  18:30 灯篭流しスタート 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 18:58 夜の灯篭流しその 1  19:04 夜の灯篭流しその 2 

  

    

    

 

7.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

・暑さのせいか参加者が少なかった。 

・ごったがえすことがなく、スムースに絵かきができた。 

・自分の絵が流れるのは気持ちのいいものだ。  

 

今後の課題 

 

暑さ対策を検討するべきではないか。 

手ごろなひと時の取り組みで いいと思う。 

流れる水がかなり綺麗なので、良かった。 

もう少し上流からの距離を長くとると、もっと大勢の参加者を迎えることができるの

ではないか。 
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8. 山村R・川遊び魚採り山城大橋                   ・平成 22 年 8 月 22 日(日) 
8.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 川で遊ぼう魚をとろう IN 山城大橋 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村 

開催日時 平成 22 年 8 月 22 日(日)9：30～12：00 

参加人数 参加総数 119 名  

 一般参加者 100 名  

 河川レンジャー 3 名 山村・福井・田中レンジャー 

 講師 2 名  

 スタッフ 12 名 木津高 4 名、やましろ里山の会 8 名

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 山田 信人氏 (元木津高化学部顧問） 

 菊池氏 (やましろ里山の会木津川部会) 

スケジュール 8:40 山城大橋下の受付のようす 

 8:48 ぬかるみの仮設橋の設置 

 9:33 ライフジャケットの装着徹底 

 9:38 レンジャー開会のあいさつ 

 9:43 レンジャーによる活動場所の案内 

 9:47 レンジャーと出張所からの炎天下の活動注意 

 9:50 講師による魚採取の説明 

 10:00 山城大橋を背景に魚採りのようす 

 10:43 レンジャーによる魚合わせ 

 10:55 カムルチーの稚魚 

 11:12 講師とともに投網の実技 

 11:07 講師スタッフとともに水質検査 

 11:14 タイリクバラタナゴのオス 

 11:43 集合写真 

 11:44 水質検査結果の発表 

 11:48 レンジャー閉会のあいさつ 

実施場所 
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8.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  
  

関係機関からの支援内容 

 

国交省木津川出張所：参加者の集約、参加者への案内、 

ライフジャケットの提供。 

やましろ里山の会：警備要員の協力 準備と後始末の協力。 

   

レンジャーの活動内容 

 

現地通路の確保：草刈りなど。 

備品の確認や運び込み。 

安全対策と整備作業。 

チラシの印刷と配布と卸し。 
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8.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:40 山城大橋下の受付のようす  8:48 ぬかるみの仮設橋の設置 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:33 ライフジャケットの装着徹底  
9:47 レンジャーと出張所からの炎天下の活

動注意 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:00 山城大橋を背景に魚採りのよう

す 
 10:43 レンジャーによる魚合わせ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:07 講師スタッフとともに水質検査  11:44 水質検査結果の発表 
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8.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 

・例年と変わらない反響。魚とりを十分に楽しんだ。 

・熱中症対策としてテントが張られていて良かった。 

・これだけたくさんの種類の魚が川にいると事を知らなかった。 

・親と子が一緒に楽しく過ごせてよかった。  

今後の課題 

 

 

熱中症対策と水難事故に気を使った。 

暑さに気分が悪くなった子どもが 2人発生した。 

前夜は睡眠が不十分だったとのことで、体調管理を条件につけておくこと。 

親子での参加が条件だったので、比較的対応がスムースに実行できた。 

テントが狭くもう一つ増加する必要がある。 

出来れば水だし扇風機があればいいのではないか  スタッフも大変だ。 

終了してからスタッフ一同揃っての昼弁当が懇談や交流人間関係を深めるいい機会だ

った。  
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9. 山村R・木津川植物標本展と講演会           ・平成 22 年 7 月～8 月  
9.1 実施状況  

テ ー マ 木津川植物標本展 残したい草花たち 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー 山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 15 日（木）～8 月 23 日(月) 9:00～16:30 

参加人数 参加総数 1,411 名  

 一般来場者 625 名 (7 月 15 日～31 日まで入館者) 

  760 名 (8 月 1 日～23 日まで入館者) 

山村レンジャー  河川レンジャー 

スタッフ 

1 名

20 名 やましろ里山の会 

 講師 1 名 やましろ里山の会 

 事務局 5 名  

講師 山本 氏 やましろ里山の会前理事長 

スケジュール 9:00 スタッフ集合 準備、ミーティング、参加者受付 

  設営準備へ 

 

 

 

 

 

 

14：00 

 

 

主に写真展示の設営 

 

初日設営完了・展示会会場 

 

7 月 15 日以降から 8 月 23 日までは 9 時から 16 時まで資料館で

やましろ里山のスタッフがローテイションを組み、来場者に作品

展示の概要を説明した。 

  

14:00 

15:00 

8 月 20 日(金)関連講座「明日へ残したい木津川の草花たち」 

講演開始 

講演終了 

実施場所 
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9.2  
事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

 

 
7 月 15 日(木)～8 月 23 日(月)展示会配付資料 

 
8 月 20 日講演会資料 

関係機関からの支援内容 

 

淀川事務所：掲示用額作成材料費 展示準備支援 

淀川資料館：案内チラシ 3000 枚 会場使用料免除 

中央センター：展示準備の支援 

 

 
レンジャーの活動内容 

 

 

 展示会開催打合せ会議数回 

 展示物の検討 説明文の作成 チラシ原稿の作成 案内チラシの配布 

 展示植物標本の決定と開花写真の印刷等の準備 

 植物標本指導の企画や下見など 

 木津川の植物講演会の企画と開催準備 

 ガイドの張りつき調整 

 その他  
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9.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 淀川資料館前  資料館内部展示物その① 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 展示物その②  展示物その③ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 展示物と配布資料  展示物と来場者の方 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
8 月 20 日講演会「明日へ残したい木津川

の草花たち」講師山本氏 
 8 月 20 日講演の聴講者 
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9.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

・枚方に住んでいるものだが、木津川の植物に関心を持っている。この展示会には大

変期待していた。 3 回目になる 

・これだけの資料や標本収集には頭が下がります。 

  

  

今後の課題 

  

  

 

・これだけ長期間の展示会を持ったのは初めてで、豊かなイベントを企画すること 

・広報に努力したつもりだが、見学者を集めきれなかった。 

・チラシが直前の仕上がりで、完全に PR できなかった。 

・内容の重要さに比べて、安易なものとなっていた。十分企画検討しておくべきで、

次回にこの教訓を生かしたい。 

（開催目的の明確化 羅列展示の改善 強調点の強化 今後の課題の明示など） 
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10. 山村R・木津川花散策加茂                        ・平成 22 年 9 月 19 日(日) 
10.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 秋の木津川花散策 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 19 日(日)9：30～12：30 

参加人数 参加総数 16 名  

 一般参加者 6 名  

 河川レンジャー 2 名 山村、福井レンジャー 

 講師 1 名  

 スタッフ 4 名 やましろ里山の会 

 運営事務局 1 名  

講  師 田中氏  

スケジュール 9:37 JR 加茂駅でのレンジャー開会のあいさつ 

 9:45 ウオーキングの開始 

 9:49 田中講師による大阪城残石の説明 

 10:03 大野山城の説明 

 10:17 希少種オオバクサフジの保全地 

 10:21 木津川左岸堤防よりかっての加茂浜を望む 

 10:23 堤防改修後のモニタリング装置 

 10:39 ルコウソウの確認 

 10:43 旧恭仁橋の橋柱と歌碑の説明 

 10:50 大伴家持の歌碑 

 10:57 キツネノカミソリの観察 

 11:26 恭仁京の朱雀(すじゃか)の六角井戸 

 11:46 大極殿跡での恭仁京の歴史解説 

 12:12 山城国分寺跡で集合写真 

 12:14 レンジャー閉会のあいさつ 

 12:24 大型のオニヤンマ観察 

実施場所 
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10.2 事前活動  

  

各種資料 

  

特になし 

    

関係機関からの支援内容 特になし  

    

  

事前コースの下見  講師依頼  チラシの作製印刷配布 

新聞各社へのお知らせ取組案内  

洛南タイムス取組案内記事掲載 

京都新聞取組案内記事掲載 9月 18 日朝刊  

レンジャーの活動内容 
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10.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:45 ウオーキングの開始  9:49 田中講師による大阪城残石の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 10:03 大野山城の説明  10:17 希少種オオバクサフジの保全地 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:21 木津川左岸堤防よりかっての加

茂浜を望む 
 10:23 堤防改修後のモニタリング装置 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:43 旧恭仁橋の橋柱と歌碑の説明  11:46 大極殿跡での恭仁京の歴史解説 
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10.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 
  

  

・新聞社の案内記事で参加した 

・面白くしかし急いで歩いた  

・花の散策だけでなく地域の歴史が思いもかけず聞くことができた 

・恭仁京遺跡の規模の大きさを初めて認識した。  

  

  

今後の課題 

  

  

 地味な取り組みだが、地域の課題や歴史などの取り入れるといいことが分かった。

午前中では少し時間が不足するが、集中するにはこれくらい、もう少し内容の濃いも

のにするなら 5時間コースが必要と思う。 

来春には加茂山手の散策を計画するのがいいのではないか。 
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11. 福井R・親子川の学校開校式                     ・平成 22 年 4 月 25 日(日) 
11.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子川の学校開校式 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 25 日(日)10：00～12：00 

参加人数 参加総数 60 名  

 一般参加者 56 名 生徒児童 31 名 

 河川レンジャー 2 名 山村 R、福井 R 

 講師 1 名  

 運営事務局 1 名 山地係長 

講  師 山田氏 (元府立木津高校化学クラブ顧問） 

スケジュール 9:34 レンジャーの講義「木津川はどんな川」 

 10:06 レンジャー開校式あいさつ 

 10:25 参加者の自己紹介 

 10:42 講師の水質講義 

 11:09 「近畿子どもの水辺」発表者講演 

 11:23 意見を述べる参加者 

 11:42 学校参加者のめあて・目標の作成 

 11:55 会場撤収 

実施場所 
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11.2 事前活動  

  

  

各種資料 

 

 

 

 

 

  

 

  

関係機関からの支援内容 

木津川出張所  

  募集チラシ 資料作成   

 

やましろ里山の会 

   親子川の学校生徒募集をホームページで掲載 

   キャラクター なまずうくん作成 

   スタッフ支援 

  

 

○親子川の学校年間計画作成。 

川の下見、藤田カヌーとの交渉 上狛農地保全会との打ち合わせ 

 

○ 親子川の学校についての話し合い（福井、山村、田中、山地） 

○ 親子川の学校募集チラシ作製と配布 

里山の会ホームページ掲載 

 レンジャーの活動内容 

○ 親子川の学校開校式に向けて、資料、プログラム展示物などの作

成 

○ 開校式に向けてのセンター内の展示、水槽の展示 

 
○ 講師、水辺交流会発表、スタッフの依頼 

○ 開校式の司会 

  

 

当日の様子 

 センターの部屋が親子で一杯になり、山村レンジャーの木津川スライドも

面白く、川の学校への期待も膨らみみんなニコニコ顔で開会式が始まった。

参加者一人一人の自己紹介でだんだんと和やかになり、川の学校への思いを

共通認識することができた。 

講師の水質の話を聞き、いよいよ水辺交流会の発表再演。緊張した木津川子

ども部会のメンバーたち。2 カ月ぶりの発表だが、手慣れたもの。参加者は

感心して聞き入り、子ども達はたくさんの拍手をもらって満足そう。 

川の学校の活動計画を説明した後、質問を受け付け各自のめあてをかいて解

散する。 

スタッフも揃い、熱気あふれる開校式になった。 

○会場後片付け 

○開校式まとめをする。親子川の学校たより作成 
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11.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:34 レンジャーの講義「木津川はどん

な川」 
 10:06 レンジャー開校式あいさつ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:25 参加者の自己紹介  10:42 講師の水質講義 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:09「近畿子どもの水辺」発表者講

演 
 11:23 意見を述べる参加者 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:42 学校参加者のめあて・目標の作

成 
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11.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

 

・昨年から川の学校に参加しているが、魚とりもレンジャーやスタッフさんの話も楽

しくて親の方がはまってしまって、親子川の学校がスクール生で開校されるので応

募した。楽しみにしている。 

・引っ越しをしてきて自然のあまりないところでくらしているので、親元からこの取

組を聞いて参加した。自然と触れ合う体験を子ども達にさせたいので、できるだけ

家族みんなで参加したい。 

・魚とりが大好きで、楽しみにしている。 

・友達から楽しいよと紹介され興味をもち、子どもにとって自然にと親しむ体験が大

切と思うので応募した。みなさんと仲良くなって色々な川に行きたい。 

 

・水辺交流会の発表を聞いて感心した。川の学校を通して子どもと一緒にいろんなこ

とを学んでいきたい。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

 

  

○スタッフさんの力をかりないと運営できないので、早めにタイムテーブルを作成し

各自の仕事を明確にして安全にスムーズに 行えるようしていく。 

スタッフさんの活躍する場所を作り、成長できるようにする。 

 

○生徒の親には、参加するという態度から運営していくという意識になってもらうよ

う働きかけていく。活動を通して運営していく人を育てる。 
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12. 福井R・川の学校鹿川                              ・平成 22 年 5 月 16 日(日) 
12.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子川の学校 in 鹿川 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 16 日(日)9：30～12：00 

参加人数 参加総数 59 名  

 一般参加者 54 名 大人 22 名 子ども 32 名 

 河川レンジャー 2 名 福井、田中レンジャー 

 講師 2 名 山田、原 

 運営事務局 1 名  

講師・スタッフ 山田氏 (水質テストご指導） 

 菊池氏 (やましろ里山の会) 

 原氏 (やましろ里山の会) 

 姫野さん父子 (やましろ里山の会) 

 福井氏 (やましろ里山の会) 

スケジュール 11:15 会場全景左が鹿川 

 10:06 鹿川で魚採りの開始 

 10:32 レンジャーの魚採り指導 

 11:05 魚種の同定中 

 11:38 講師による水質パックテストの指導 

 11:40 子どもさんのテスト結果照合 

 12:03 レンジャーと講師による魚合わせ 

 12:14 アンケート回収 

実施場所 
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12.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

    

関係機関からの支援内容 
 

木津川市・・・・ 中央公民館駐車場駐車 許可 

木津川出張所・・ 資料印刷 水質検査キット提供 

 やましろ里山の会・・・魚とりタモアミ借用 、スタッフ支援 

  

レンジャーの活動内容 

 

・京都南土木事務所に鹿川での魚とりを申請 

・木津川市役所に中央公民館駐車場使用申請 

・親子川の学校生徒に｢親子川の学校鹿川ご案内｣配布 

・鹿川の下見 魚調査 3回 

・スタッフの手配とタイムテーブルによる打ち合わせ 

・当日の運営 

・活動のまとめ 

・近畿大学大学院川瀬誠吾さんに連絡をとり新種のゼゼラであることを確認。

 

採捕した魚、生き物 

①  カマツカ ②ﾖｼﾉﾎﾞﾘ、③ヌマムツ、④モツゴ ⑤メダカ 

⑥ドジョウ ⑦タウナギ ⑧ゼゼラ ⑨スジエビ ⑩ヌマエビ ⑪

ザリガニ ⑫ヤゴ(三種類] ⑬シジミ ⑭ タニシ 

⑮ カワニナ ⑯ ウシガエルのオタマジャクシ ⑰クサガメ 

⑱アカミミガメ  

下見の時 ナマズ、コイ 

どの生き物も産卵を控え大きな腹部をしており卵を抱いたスジエ

ビを観察した時、子ども達は大喜びしていた。 

水草 ホザキノフサモ 

水質 COD 7～8  よごれている 

(見た目でもうっすら白濁していた) 

採捕したゼゼラが新種のゼゼラであることが後日分かる。   
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12.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:15 会場全景左が鹿川  10:06 鹿川で魚採りの開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:32 レンジャーの魚採り指導  11:05 魚種の同定中 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:38 講師による水質パックテストの

指導 
 11:40 子どもさんのテスト結果照合 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
12:03 レンジャーと講師による魚合わ

せ 
 12:14 アンケート回収 
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12.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

  

 

・初めての川の学校なのでとても楽しみに待っていた。水質はよくなかったけれど生

き物がたくさんいて、子どもは始めて魚がとれとても満足していた。 

・川にはいっていろんな魚やエビやザリガニがたくさんとれて、たのしかった

です。 

・川にくるときはたのしみにしていて、川にはいったときは、いろいろな魚を

見れてよかった。 

・ぼくは、いままでとったことがないさかなをとった。ゼゼラです。 

・きたなかったけど、さかながいっぱいいた。カメもいた。 

・たのしかった。さかながとれてびっくりした。(カマツカ、ヨシノボリをと

りました。) 

・しか川は、いろんな生き物がいるんだなあと思いました。 

・水質検査は初めての体験でしたが、真剣に取り組んで思ったより簡単でした。

鹿川の汚れにびっくり。 

・五感を通して鹿川の水質を感じ、科学的に水質を図り、生き物を調べることで、川

環境と魚の関係が分かっていくので、水質調査を入れたのはよかった。 

  

  

  

今後の課題 

  

  

・水質検査の準備で温度計が不備だった。 

・持ち帰る魚についての指導を徹底する。(飼育できる範囲にする。エアーポンプの準

備など) 

・サンダル履きの子どもがいたので、安全の徹底をする。 

・スタッフが充実しているので参加者が多くても対応できたが、スクール生の中から

スタッフ的な動きのできる方を探し助けてもらいながら運営していく。 
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13. 福井R・魚とり出前講座新川                     ・平成 22 年 5 月 29 日(土) 
13.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 魚とり出前講座 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 29 日（土）10：00～12：00 

参加人数 参加総数 75 名  

 一般参加者 61 名  

 河川レンジャー 1 名 福井 波恵 

 講師 1 名 原 秀範 

 
スタッフ 11 名

主催者加茂の子どもと教育を考える

会 

 運営事務局 1 名  

講  師 原氏 (やましろ里山の会） 

 福井氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 9:50 魚の講義 

 9:54 魚採りの開始 

 10:37 レンジャーの魚採りの指導 

 10:38 トノサマガエル(母体)の勲章 

 10:49 アンケートの回収と下敷きの配布 

 10:55 ＡＢＣテレビの撮影 

 10:58 みんなで魚合わせ 

 11:03 レンジャーによるホタルの話 

実施場所 
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13.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

  
 

  
 

○木津川出張所 

     資料提供、  

  

 

○里山の会 

    スタッフ、講師派遣 

○加茂の子ども教育を語る会  

関係機関からの支援内容 
    参加募集、受付と整理、朝日放送との打ち合わせ  

    当日の運営、スタッフ支援 

    

レンジャーの活動内容 

 

○ 加茂の会との打ち合わせ、新川の下見 

○ スタッフとの打ち合わせ 

○ 「ホタルと木津川の話」作成のため木津川の取材撮影 

○ 資料作成（紙芝居「ホタルと木津川の話」） 

○ 当日の活動のための準備物揃え 

○ 当日の活動 

○ まとめ 

 

採捕した魚、生き物 

①ドンコ ② カマツカ ③サワガニ ④ カワムツ ⑤ヨシノボリ

⑥タウナギ ⑦ ヤゴ（オニヤンマ、コオニヤンマ、イトトンボ） 
⑧ スジエビ ⑨ザリガニ ⑩カワニナ  ⑪シジミ ⑫トノ

サマガエル ⑬モクズガニの子 

 

前回の浚渫から３年たって砂の堆積がすごい。水深は 10 ㎝ほど

で石や草も少なく魚がかくれる場所が少なくなっていた。魚も例年

より少なかったが、ドンコ、カマツカ、トノサマガエルがたくさん

とれた。トノサマガエルは今年が初めてだ。いつもより魚とりが遅

かったことも原因しているかもしれない。 

カワニナはたくさんあってホタルが飛び交うようだが、浚渫をする

と 2 年ほどホタルが出ないとのこと。防災上、浚渫する必要がある

新川だが、生き物の有り様が変化するだろう。 

 

子どもの様子 

保育園児と低学年が多かったが、新川での魚とりはなれているので

安全に楽しく魚とりを体験していた。魚が少なかったが、ヤゴやサ

ワガニでも大喜びして、時々ドンコ、カマツカの大きいものがとれ



48 

ると大騒ぎしていた。親子一緒に取っている人も多くいて、大人も

楽しんでいた。 

 

ホタルと木津川のはなし 

ホタルの紙芝居（?）を行い新川にホタルが出る条件を考えさせた。

図鑑で知っている子供もいて、質問にはしっかり答え集中して話を

聞いていた。 

新川のまわりの山から流れ込んだ砂が木津川に入り、砂の多い木津

川独特の景観を作っていることを写真できづかせていった。また、

浄水場の水取り口が２つあること、きれいな水が生き物の命に関係

することを話した。 

 

その他 

○ 3 年間の魚の変化をまとめて「川の学校たより」として渡す。 
○ 朝日放送の元気ッズのビデオカメラ取材があった。 
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13.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:50 魚の講義  9:54 魚採りの開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:37 レンジャーの魚採りの指導  10:38 トノサマガエル(母体)の勲章 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:49 アンケートの回収と下敷きの配

布 
 10:55ＡＢＣテレビの撮影 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:58 みんなで魚合わせ  11:03 レンジャーによるホタルの話 
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13.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

☆親子とも魚とりをとても楽しみにしており、普段川遊びできない子ども達の貴

重な体験の場所になっているので続けてほしい。 

感想 

・さかないっぱいさがした。またいきたいな。いつもたのしいことをしてくれて

ありがとう。 

・日ごろの子どもの様子が見られてよかった。楽しかったです。 

・たのしかった。（4才女の子）自分で魚がとれうれしかった。(6 才女の子） 

  大人であることを忘れて反省するほど楽しかったです。トノサマガエル、久々

に見ました。 

・今日初めて親子で参加させていただきました。身近で自然と楽しむことができ

楽しい時間を過ごすことができました。ありがとうございます。 

・つめたかったけど楽しかったです。カマツカをつかまえられてうれしかった 

・サワガニが 20 ぴきとれとうれしかったです。 

・毎年川遊びを楽しみにしています。間近に色々な魚を見つけたりさかなの名まえを

覚えられることも子どもにとってとても楽しいようです。普段川でなかなか遊べな

いので貴重な体験ができてとても嬉しいです。ありがとうございました。 

・こんな近くに色々な魚や生きものがいるなんて知らなかったのでびっくりです。 

また、参加したいです。 

・さかなをとるのがすごくむつかしかったです。 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

 

☆成果  

・ レンジャーとしての取り組み以前から続けていることなので、加茂地域で定着し

ていて貴重な川遊びとして期待されている。 

・河川レンジャーの宣伝の場にもなり、その他の活動にも参加する人が出てきている。

 

★課題 

・加茂町の子供対象になっているので、今後は木津川市全体に広めどの子も不足がち

な自然体験活動に参加できるようにしたい。特に小さい子どもの活動に適した場所

なので広く募集したい。 
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abc 子ども未来プロジェクト ベルト番組「がんばれ!元気ッズ」に加茂町新川川の学校が放

送されることになりました。 

 

番組の内容 

 この番組の主役は子ども達の笑顔と言葉です。遊びやスポーツ、学校や家庭、地域の中で体

験したことがうむ子供の笑顔。うれしい笑顔、照れ隠しの笑顔、おいしい笑顔、達成感の笑顔。 

笑顔を見せる時・・・それは子どもの生きる力をためる瞬間なのです。 

 夢、希望、ともだちへの思い、親への感謝の気持ち。子どもの笑顔とメッセージをきちんと

届けることで大人達が何か大切なものを感じることができる・・・そんな番組を作りたいと思

います。 

 

一週間の番組例 

月 元気ッズの住む町  子ども達がレポーターになり自分たちの町の好きなところを紹介す 

  る。 

火 自然大好き元気ッズ 自然とのふれあい、頑張っているエコ活動の紹介 

水 すこやか笑顔元気ッズ 子ども達が楽しみにしている保育園や学校給食、子どもクッキン 

  グ健康な心と体を作るとの組などを紹介する。 

木 夢中になる元気ッズ  遊びやスポーツなど子どもたちが夢中になっていることを紹介し 

  ます。 

金 大人からのメッセージ タレント、スポーツ選手、文化人が子どもたちにメッセージを送 

  ります。 

                            (以上朝日放送の資料から抜粋) 

 

 

 

放送日時  

6/21 (月)  木津川市加茂町の紹介 

6/22 (火) 「加茂の子どもと教育を考える会」による川の学校 

6/23 (水)  相楽台保育園の食育 

6/24 (木)  大和舞ばやし(「加茂の子どもと教育を考える会」メンバー主催) 

6/25 (金)   石田純一から子どもたちへのメッセージ 

 

放送時間 : 18:54～19:00 (本篇２分) 

放送エリア: 近畿一円 

 

「加茂の子どもと教育を考える会」の取り組みが番組取材対象になったようです。本来は秋の

おいもの収穫祭を中心にして取材される予定だったのが、今の時期になったため、サツマイモ

植えの後の｢川の学校が｣が取材されることになりました。たったの 2 分ですから、どの程度河

川レンジャーのことが放送されるか不明ですが、連絡します。 

編集したものは、放送のあとで関係者に配るとのことでした。 
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14. 福井R・川の学校和束川                          ・平成 22 年 6 月 13 日(日) 
14.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子川の学校 in 和束川 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 13 日（日）9：00～12：00 

参加人数 参加総数 57 名  

 一般参加者 47 名 川の学校生(大人 19、子ども 28) 

 河川レンジャー 1 名 福井レンジャー 

 講師 2 名 山田信人 原秀範 

 
スタッフ 5 名

菊池宗臣、姫野友昭、諒、福井冴子、

田中実知世 

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 山田氏 (水質調査） 

 原氏 (やましろ里山の会木津川部会) 

スケジュール 10:31 和束町中区公民館での受け付け 

 10:36 和束川祝橋上流の会場のようす 

 10:40 講師による魚採りの指導 

 10:42 自作の網で、親子でがんばる 

 10:46 下流に網をおいてレンジャーがガサガサ 

 11:22 魚合わせ・ヤマメの稚魚 

 11:26 魚合わせ・カエルの貴重種だ 

 11:43 講師によるパックテストの手順の説明 

 12:13 魚合わせ結果・アンケートの記入 

実施場所 
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14.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
 

  木津川出張所・・・和束川案内送付、資料  

  和束町役場・・・中区区長紹介  

関係機関からの支援内容 中区区長・・・公民館、駐車場貸出  

  やましろ里山の会・・・スタッフ支援  

    

レンジャーの活動内容 

・和束川下見 

・各関係機関・講師と連絡 

・案内、資料作成・タイムテーブル作成 

・当日の運営 

・まとめ 

・和束町建設課、教育委員会委員、中区区長さんにカジカガエル、イワツバメ発見

連絡とニュース送付 

確認した生き物 

①イモリ ②ﾖｼﾉﾎﾞﾘ ③カワムツ ④ドンコ  

⑤シマドジョウ ⑥アマゴ(放流したもの) ⑦ サワガニ  

⑧カワニナ ⑨ヤゴ(三種類]  ⑩カジカカエル  

⑪カエル三種(トノサマカエル、アマガエル、ヌマガエル) 

⑫水生昆虫(ヒゲナガカワトビケラ、ナベブタムシ) 

写真 カジカガエル                   イワツバメ 

              
水 質 検 査

結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調べたこと 調べた数   分かったこと 

 COD   3 ppm 和束川の水は、汚れが少ない。 

 NH4+-N  0.05pp

m 

アンモニアのちっ素の汚れは、少ない 

 NO2－-N  0.00pp

m 

あしょうさんのちっ素のよごれはない 

 ｐH  7.4 ほぼ中性でした。 
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14.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:31 和束町中区公民館での受け付け  10:36 和束川祝橋上流の会場のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
10:46 下流に網をおいてレンジャーが

ガサガサ 
 10:42 自作の網で、親子でがんばる 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:22 魚合わせ・ヤマメの稚魚  11:26 カエルの貴重種だ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:43 講師によるパックテストの手順

の説明 
 12:13 魚合わせ結果・アンケートの記入 
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14.4 意見・課題  

参加者からの意見 

 

 

・つかまえたことのない魚がいっぱいいてよかったなー。(まさや) 

・和束川の水はきれいでふだんみられない魚がたくさんいた。(しん) 

天気が心配でしたが何とか雨に邪魔されず楽しめた。(父) 

・はじめてイモリを見てびっくりした。(リナ)水がきれいだったので川

に入れました。(母) 

 ・ヤゴがたいりょうだったのですごかったです。(ゆきや) 

子どもにいい体験をさせることができて良かった。(父) 

 ・イモリがとれてうれしかった。(よう) 

 ・でっかいドンコがとれてよかった。(とものり) 

・はじめてアカハライモリをとれてよかった。(かずま) 

 ・シマドジョウがいっぱいとれたからうれしかった。(こうしろう) 

 ・ヤマメとって食べたかった。つぎはヤマメをとりたいです。水がきれ

いだった。 

 

 ・水がきれいで生き物がたくさんいた。木津川もこんなにきれいだったらいいのに。

 

  

今後の課題 
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15. 福井R・ジャンボタニシ駆除上狛川           ・平成 22 年 7 月 4 日(日) 
15.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 上狛川ジャンボタニシ駆除 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 4 日(日) 9：00～12：30 

参加人数 参加総数 34 名  

 一般参加者 29 名  

 河川レンジャー 1 名 福井 R 

 講師 1 名 山田信人氏 

 スタッフ 2 名 上狛川を美しくする会 

 運営事務局 1 名  

講  師 山田氏 (元木津高化学部顧問） 

 福井氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 9:40 上狛川での卵付着の状況 

 9:28 西ノ口川での駆除活動 

 10:01 レンジャーの現地指導 

 10:05 成貝のふみつぶし・これ以外駆除方法がない 

 10:37 講師による木津川の水質講義 

 11:01 子どもさんの参加を得てパックテスト実習 

 11:29 自治体への働きかけの紹介 

 11:28 地元活動家中健蔵氏からの現状の説明 

実施場所 
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15.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

  
    

関係機関からの支援内容 

読売新聞記事 

                                  
   

レンジャーの活動内容 

 

○上狛川ジンボタニシ駆除のチラシ作製と配布（山城町内公共施設・上狛小

学校） 

○各機関への協力依頼 

  木津川市役所農政課・・・参加要請 

  水利組合、農協・・・会員さんへのチラシ配布依頼 

  上狛農地保全会、上狛川を美しくする会・・・参加者を募る 

 

  木津川市役所・・・後方への掲載依頼 

  講師依頼・・・山田先生上狛川の水質について 

  保健センター・・・会場とパワーポイント借用 

○上狛川、田んぼへのジャンボタニシ産卵状況把握のための下見 数回 

○資料、タイムテーブル作成 

○保全会から差し入れ飲み物 

 

木津川出張所 

 資料、物品準備(長靴、火ハサミ、

軍手) 

 

上狛農地・水・環境保全会 

 飲み物の差し入れ 

 

上狛川を美しくする会 

 スタッフ支援 

 

上狛小学校 

チラシ配布 
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○活動に必要な物の準備（かき落し棒、網、長靴、軍手、水槽、受付セット

水質検査キッド、資料掲示パネル、保冷庫）  

 

○当日の運営 

 当日の様子 

 地元の子ども達の参加が少なく（3人）、いつもより少ない人数になってし

まった。他町村の子ども（3人）も参加してくれたので、ジャンボタニシの

卵を、西の裏川からプール横の川までと田んぼの水路などを重点的に駆除

をして魚調査をする。タニシも案外少なく、メダカが大発生していること

に驚いた。 

手入れがされていない田んぼにはタニシが進出して被害が出ていて農家の方

たちの対応にばらつきがある。 

水質検査は、前日の雨のため正しい値が出ないので、子ども達のパックテス

トにとどめ山田先生の講演を聞く。 

今後の取り組みについて、地元の参加者の意見を聴くなど交流をする。 

○アンケートの集約 

  ジャンボタニシ駆除たより作成 
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15.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:40 上狛川での卵付着の状況  9:28 西ノ口川での駆除活動 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:01 レンジャーの現地指導  
10:05 成貝のふみつぶし・これ以外駆除方法

がない 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:37 講師による木津川の水質講義  
11:01 子どもさんの参加を得てパックテスト

実習 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:29 タニシ撲滅にむけて自治体への

働きかけの紹介 
 11:28 地元活動家中健蔵氏からの現状の説明
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15.4 意見・課題  

感想 

 

子どもの感想 

・ジャンボタニシをコンクリートに置いて足でつぶすのが面白かった。たまごをつぶ

したときネバネバだったのが気持ち悪かった。 

・ジャンボタニシだから 10 ㎝位あると思ったのに、わりと小さかった。巻貝と勘違い

しそうだった。たくさんとれて気持ち悪かった。 

・うじゃうじゃいたけどふえたらいやだからつぶしちゃった。 

 

大人の感想 

・稲に赤い卵が付いているのを見てショックだった。今後、地権者や農協、市役所と

タイアップして一せい駆除する必要があると考えます。 

・去年より少なくなっているのは、はっきり分かりましたが、みんなが把握して協力

できればと思います。メダカやタウナギ等生息しているので少しホッとしました。

皆様の協力の成果と感謝しています。もっと子ども達に伝えてほしいです。遠くか

らの子どもの参加がありましたが、上狛小からの生徒の少ないのが残念です。 

 

・思ったより卵もすくなくタニシも小さかった。駆除するのに農薬を使うという事で

したが、カエルもオタマジャクシも沢山いたのでそれらが死んでしまうのではない

かと心配です。 

・田んぼの耕作者も含めてみんなで取り組んでやらなければいけない。 

・5月のゴールデンウィークの後の「いでざらえ」のとき土も上げたので少しは減って

いるのかな。ジャンボタニシの駆除ありがとうございます。私の田も農協で駆除薬

を購入したので散布する予定です。 

・水質については 

 知らないことばかりで勉強になりました。個人個人も気をつけなければいけないと

感じました。 

 ジャンボタニシについては、付近住民と見つければ取っていますが、もっと 

山城町内全域で考えなければいけないのでは・・・私達の口に入る農作物のことで

すから。 

・今年は家のそばの川（上狛小学校の横）にジャンボタニシはまだ見つかっていませ

ん。以前 4 年前から赤い卵がいっぱいだったのでボランティア活動に参加したので

すが、農業の方がもっと協力すべきだと思います。農薬はあまり使ってほしくない

です。 

・きょうはとてもありがたいお話しをしてくださって、ありがとうございました。こ

れから私も掃除や色々させていただきます。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

成果 

☆ 数年間にわたって調査してきた上狛川の水質結果を地元住民の方に聞いてもらう

事で、川の水質についての関心を広めることができた。  

☆ 長年市役所農政課に働きかけていたこともあり、職員 3 名が参加した。卵が少な

くて残念だったが、状態を見てもらったのは一歩前進。 

 

課題 

 

○ 上狛小学校にチラシを配布したのだが、地元の親子の参加が少なかった。駆除

に参加する人が限定されているので、輪を広げる方法を考えていく必要がある。
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16. 福井R・出前授業新十六川                          ・平成 22 年 7 月 18 日(日) 
16.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 出前授業(城陽市コミセン図書館行事) 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 18 日(日)9：30～14：00 

参加人数 参加総数 28 名  

 一般参加者 23 名 大人 8 名、児童・園児 15 名 

 河川レンジャー 1 名 福井波恵 

 城陽市職員 3 名 図書館司書 塚脇さん他 

 運営事務局 1 名  

スケジュール 9:34 水生生物の展示設営 

 9:46 掲示物のようす 

 9:48 児童参加者の到着 

 10:26 新十六川にむけて出発 

 10:36 現地到着後、生きものの採捕方法の授業 

 10:54 新十六川の全景 

 10:52 ガサガサによる魚の採捕 

 13:01 採捕した生きものの同定(種合わせ：トノサマガエル) 

実施場所 
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16.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

    

関係機関からの支援内容 
 

青谷コミセン図書館・・・参加募集、資料作成 

            生きもの準備（メダカ、カダヤシなど） 

  

 レンジャーの活動内容 

 

 青谷コミセン図書館司書塚脇さんとの打ち合わせ 

募集要項確認 

会場、新十六川の下見 

資料作成 

水槽、展示物の準備 

当日の運営・まとめ 

  

当日の様子 

  新十六川は青谷駅近くの田んぼの中を流れるいわゆる排水路であ

るが、ハウスのカラー栽培や、田の水として利用とした地下水が集

まり、ナマズやコイが産卵する小川になっている。川掃除の後で草

もなく水深も 10～20 ㎝ほどしかない最悪の状態であったが、子ども

達にとっては魚とりをしやすい状態だった。子どもたちは、メダカ

やドジョウ、ナマズ、タウナギをとり大喜びだった。 

午後からは魚と夏休み自由研究の話。カダヤシとめだかの違い、

タウナギの話をして自由研究の仕方の話をする。以前の子どもがつ

くった作品を紹介しながら、テーマを決めること、観察したり、絵

で表す大切さを教え、今日の活動を振り返りながらテーマを決めさ

せた。 

テーマが決まった子どもから実際に図書館にいって、司書さんの

支援のもとに必要な本を探し読書をする。 
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16.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:34 水生生物の展示設営  9:46 掲示物のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:48 児童参加者の到着  10:26 新十六川にむけて出発 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:36 現地到着後、生きものの採捕方

法の授業 
 10:54 新十六川の全景 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:52 ガサガサによる魚の採捕  
13:01 採捕した生きものの同定(種合わせ：

トノサマガエル) 
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16.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

 

・先生の川遊びの講座では、大変お世話になりました。体験と自由研究の組

み合わせが好評でしたので、次年度も時期を見て計画できればと考えていま

す。（図書館司書） 

 

・レンジャーのおばちゃんとおっちゃんが色々なことを教えてくれてうれし

かった。たのしかった!! 川に入るとすごくつめたくて気持ちよかった。

先生!!ありがとう。ていねいに教えてくれたから、すごく楽しくできまし

た。さいしょはきんちょうしていたけど、あとから先生が教えてくれたよ

うに魚をいっぱいとって魚やカエルがすきになったよ!! また、こんども

やりたいからコミセンでこういうのをしてください。おねがいします! 

・トノサマガエルがとれてよかった。エビもいっぱいとれました。メダカと

カダヤシの見分け方を教えてくれたのでよかったです。タウナギもとれて

よかったです。（男の子） 

・きょうは、さいしょからずっととりたいと思っていたタウナギが一番最初

にとれたのがうれしかった。 

・今日は楽しかった。川遊びでは、ズボンや服がぬれたので魚がつかまえら

れたのでよかった。きがえを用意しておけばよかった。自由研究もよくわ

かった。また、機会があれば行きたい。 

・きょうはさかなをとるのがたのしかった。もっといろんな魚がとりたいで

す。 

・今日は川でいろんな生き物が見られて楽しかった。もっと,いろいろない

きものを調べてみたいと思いました。 

・きょう、かわにはいってカエルをみつけた。たのしかった。 

うれしかった。 

・おさかなをとったのとせんせいのおはなしがたのしかった。 

・きょうは、はじめてかわにはいってナマズやメダカをとっていろいろそだ

てたいとおもいます。とてもたのしかったです。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

成果 

☆ 地域の図書館への出前は初めての試みでしたが、楽しい川遊び体験と自由研究、

図書館の使い方の学習ができた。自然とのふれあいがへっているからこそ、こ

ういう機会をふやしてやることが大切だと考える。よい取り組みでした。 
 課題 

★魚とりのとき、子どもの荷物を持つなど、図書館司書さんの負担が多 

かった。水筒、バケツなど子どもが持てるていねいな打ち合わせをし 

ていく。 

★このような機会を積み重ね、自由研究にも役立つ指導力を高める。 
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17. 福井R・川の学校笠置川・白砂川              ・平成 22 年 8 月 7 日(土) 
17.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子川の学校 in 笠置川・白砂川 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 7 日（土）9：00～12：00 

参加人数 参加総数 81 名  

 一般参加者 71 名  

 河川レンジャー 1 名 福井レンジャー 

 スタッフ 8 名 やましろ里山の会,藤田カヌー 

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 名 写真福井レンジャー 

講  師 原秀範氏 (やましろ里山の会木津川部会） 

 福井波恵氏 (河川レンジャー) 

スケジュール 9:00 集合(スタッフ)旗設置 

 9:30 受け付け開始 

  ライフジャケット渡し 

  水質検査準備 

 10:00 水質検査 

  ライフジャケット着用、正しく着用しているかを確認 

 10:30 A チーム白砂川に移動 魚とり 

 12:50 魚あわせ・感想回収 

 13:00 B チーム 魚とり 

 14:00 魚とり終了 

 14:30 終りのあいさつ 

実施場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

           

 

カヌー体験 

魚とり 
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17.2 事前活動  

  

  

 

各種資料 

  

  

  

  

  
  

  
木津川出張所  

配布資料、ライフジャケット、救急箱等準備 

関係機関からの支援内容 
笠置商工会 

      駐車場の紹介  

  
やましろ里山の会 

      スタッフ支援  

 レンジャーの活動内容 

  

○親子川の学校 in 笠置の案内作成と FAX 送信依頼 

○カヌー参加者(カヌーはレンジャー活動とは別途の実施)のリスト作

りと藤田カヌーとの打ち合わせ 

○白砂川、カヌー広場の下見 

○笠置観光協会への挨拶と協力依頼（駐車時用の確保） 

○資料作成、タイムテーブをつくりスタッフへの協力依頼 

○当日の活動に必要な物品準備 

（網、水槽、レンジャー旗、受付一式、魚ｶｰﾄﾞ掲示セット 水質調査

キッド、 ） 

○当日の運営 

当日の様子 

 親子川の学校で一番楽しみにしていた取り組みなので参加者はほぼ

100 パーセントで、カヌー体験を 2 部制にすることになった。魚とり

も、午前、午後と 2 回することになり魚とりをも 2 回も楽しむ参加者

もあった。会場が 2 つになったこと、福井のけがなどで、スタッフ不

足が起きたがカジガ、ギギ、ムギツクのようにここでしかとれない魚

に出会ったり、魚とりはそこそこにして川流れをしたり、カヌー体験、

岩からのジャンプなどを親も子も満喫し楽しいひと時を過ごすことが

できた。 

 

採捕した魚、生き物 

①カマツカ ②ﾖｼﾉﾎﾞﾘ ③ギギ ④モツゴ ⑤ギギ ⑥カジカ  

⑦ムギツク ⑧ヌマチチブ ⑨スジエビ ⑩ヌマエビ ⑪ザリガニ 

⑫ドジョウ ⑬フナ ⑭コイ ⑮ カワニナ 16 牛ガエル  

⑰サワガニ ⑱トサマガエル 14 タウナギ 

 

水質  
 川 気温 水温 COD 

木津川 カヌ

ー広場 

29.8℃、 29.8℃、 7ppm 

白砂川 31.3℃ 25.8℃ 8ppm 

 予想に反して汚れがひどいので驚きました。白砂川の汚れは以前よ

りひどくなったと感じた。 
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17.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 9:30 受け付け開始  川に入って魚採り 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    
 打滝川との合流点のようす  白砂川手製のサデアミ初使用 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   
 初めて触った食用ガエル  10:00 水質検査～カヌー広場にて 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 12:50 魚合わせと感想回収   
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17.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

☆ カヌーは簡単だと思っていたが、難しかった。特にむつかしかったのは、逆にオ

ールを動かすところでした。けどやっていくと慣れてきました。楽しかったです。

☆ 木津川でのカヌーはとても楽しかったです。初めは、倒れそうになったけど無事

帰ってこられてよかったです。 
☆ 今日、初めてカヌーをこいで最初はあまりバランスがよくなくて 2、3 回ぐらい 

てんぷくしそうになったけど、なれてくると上流の方にも行けるようになってと

ても楽しかったです。それとこぎ方もマスターできたのでうれしかったです。 
☆ 一ぴきもとれなかった。でも、楽しかった。上流なのに川が汚かった。流れがき

つかった。 
☆ 大きいカジカやカワムツをふだんはとれないのに、きょうととれました。まんぞ

くしました。 
☆ ひさしぶりにウシガエルがとれてうれしかった。 
☆ いろいろなさかなやかにが見られてうれしかったです。 

とてもたのしかった。しらない魚も見られてよかった。 

 

    “ムギツク”！？ “カワムツ”！？                

奥

奥田 奈々美（母） 

今回の笠置では、前から気になっていた

福井先生の“さで網”第１号を、我が家で

作成してのチャレンジでした。 

なかなか思った通りに網を扱うことはでき

ませんでしたが、何とか“ムギツク”と“カ

ワムツ”達に出会えました。出会えた瞬間

は、子どものように喜んでしまいました。息子とライバル意識を燃やしながら

まだ見ぬ魚達を目標に時間はあっと言う間でしたが、今回も楽しいひとときと

なりました。 

この度息子の夏休みの宿題に、川の学校の魚取りのことをまとめてみて、川

の水質によって住む魚が随分違うことを改めて実感しました。いつの時代も子

ども達が川遊びできるように、先ずは身近な自然に改めて目を向ける必要性が

あることを考えることができました。 

子ども達のようになかなか魚の名前は覚えられないでいますが、次回どんな魚

達と出会えるのか楽しみです。♪♪ 

採捕した魚 

①カマツカ ②ﾖｼﾉﾎﾞﾘ ③ギギ ④モツゴ

⑤ギギ ⑥カジカ(写真左) ⑦ムギツク(写

真上) ⑧ヌマチチブ ⑨スジエビ ⑩ヌマ

エビ ⑪ザリガニ ⑫ドジョウ  

⑬フナ ⑭コイ ⑮ カワニナ 16 牛ガ

エル ⑰サワガニ ⑱トノサマガエル ⑲

タウナギ 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

成果 

☆ 白砂川で確認したかったカジカ、ムギツク、ヌマチチブを採捕できた。ヌ

マチチブは前回はとれなかった。支流にも進出している。 

白砂川特有の魚・・・カジカ、ムギツク 

☆ カヌー希望者が多く 2 部制にしたことで全員に体験することができた 

☆ 福井の右手骨折で活動しにくく、猛暑の中での水の事故もなく無事、楽し

く追われたのは、ひとえにスタッフの力と、参加者の協力によるものであ

る。 

 

課題 

★ 2 部制にしたことで、スタッフ不足になり、活動がもたついたこともあっ
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た。また、笠置の花火大会と重なったこともあって駐車場の確保が大変だっ

た。カヌー体験をするのなら早い時期に予約を入れておかないと、今回のよ

うに花火大会と重なるようなことも起きるので気をつけたい。 

   

しかし、猛暑の中での水の事故もなく無事、楽しく追われたのは、ひとえ

にスタッフの力と、参加者の協力によるものである。 

 

次に送るものは何か   

○計画を早く立てておくこと 

 ○問題が起きたときは、スタッフ全員に図り共通認識をして取り組む。 
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18. 福井R・川の学校上狛川                           ・平成 22 年 9 月 5 日(日) 
18.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子川の学校 in 上狛川 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 5 日（日）9：00～12：00 

参加人数 参加総数 68 名  

 一般参加者 54 名  

 河川レンジャー 1 名 福井レンジャー 

 講師 2 名  

 スタッフ 9 名 やましろ里山の会木津川部会 

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 中津川敬朗氏 (城南郷土史研究会代表） 

 川島巴美子氏 (上狛川を美しくする会) 

スケジュール 8:36 展示物の設営準備 

 9:09 山城支所玄関での受付のようす 

 9:29 京都新聞の取材 

 9:52 上狛川に移動する 3 班 

 9:53 駆除活動の開始 

 10:04 川底に繁殖するジャンボタニシのようす 

 10:19 大きな生貝 

 11:22 中津川講師による環濠集落の歴史講義 

 11:49 山地さんから水質チェックの報告 

実施場所 

木津川市山城支所 

上狛川 
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18.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
  

関係機関からの支援内容 

 

              
  京都新聞 8月 6日朝記事

レンジャーの活動内容  

 

○上狛川ジンボタニシ駆除の案内作製と FAX 依頼 

○各機関への協力依頼 

  水利組合、農協・・・ジャンボタニシ駆除案内配布 

  上狛農地保全会、上狛川を美しくする会・・・参加者を募る 

 

  山城町故郷案内の会・・・講師依頼紹介 中津川先生にお願いする。 

  保健センター・・・会場とパワーポイント借用 

○上狛川、田んぼへのジャンボタニシ産卵状況把握のための下見 数回 

○資料、タイムテーブル作成 

○保全会から差し入れ用の飲み物 

 

・上狛東部農地・水・環境

保全会より飲み物差し

入れ 

・上狛川を美しくする会 

 講師として川島さんを 

 派遣 

・やましろ里山の会より 

スタッフ派遣 

・木津川出張所 

 資料作り、水質検査キッ

ド、必要物品の準備 

（長靴、火ばさみ、ビニー

ル袋） 
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レンジャーの活動内容 

 

○活動に必要な物の準備（かき落し棒、網、長靴、軍手、水槽、受付セット

水質検査キッド、資料掲示パネル、保冷庫）  

 

○当日の運営 

当日の様子 

 今年最高の暑さの中での活動だったので、体調不良が起きないよう

早めに切り上げること第一にしておこなったが、グループごとに入

ったので駆除も進み、すっかりきれいになった。汚れている水にも

かかわらず、メダカ、ドジョウ、タウナギなどが沢山いて簡単にと

れ、小さな子供も魚とりができ楽しく活動していた。 

  室内で環濠水路の歴史的な話を中津川先生より聞き、上狛川への

理解を深めた。猛暑の中での活動だったので上狛農地保全会より差

し入の飲み物はありがたかった。また、地元の参加者が 7 人あり交

流もできた。 

○京都新聞社取材対応 

○アンケート集約 活動のまとめ 

○関係機関、関係者へのお礼 
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18.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:36 展示物の設営準備  9:09 山城支所玄関での受付のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:29 京都新聞の取材  9:52 上狛川に移動する 3 班 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:53 駆除活動の開始  10:19 大きな生貝 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
11:22 中津川講師による環濠集落の歴

史講義 
 11:49 山地さんから水質チェックの報告 
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18.4 意見・課題  

 

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

 

・前回よりジャンボタニシの産卵が多かったので驚いた。少しでも環境を良くするこ

とに役だったのなら、よかったと思うが駆除は大変だ。 

・いまで何回も参加しているが、ジャンボタニシの駆除の成果は上がっているのだろ

うか。 

・地域の者として多くのお父さん、お母さんと子どもたちがジャンボタニシの駆除に

来てくれてとてもうれしい。小さい時からこういうボランティアに子ども達と参加

されるお父さん、お母さんはとてもえらいなあと思います。私達も長年取り組んで

いるけれど、なかなか駆除できずに困っています。今日は、ありがとうございまし

た。 

 

・なかなかジャンボタニシはへらないし、田んぼにも被害を出している。中には田の

草を食べてくれるし、悪いことばかりではないという意見もあるが、環境のことを

考えるとこのまま見過ごすわけにはいかない。諸団体と協力してやっていくように

したい。 

 

子どもの感想 

・ジャンボタニシのたまごをたいじしたけど、とても気持ち悪かった。でも、

ジャンボタニシをつぶしたときは、気持ちよかった。タウナギをつかまえた

とき、とても楽しかった。メダカがいっぱいいた。すごかった。川の水はす

ごく汚かった。でも楽しかった。ジュースをもらってとてもよかった。 

ドジョウ、タウナギ、メダカがたくさんいておどろいた。おもしろかったよ。

・ジャンボタニシのたまごを初めてみました。たくさんあったのでびっくりし

ました。ドジョウもメダカもたくさんいてはじめてつかまえたら、ぬるぬる

していました。 

・かえる時見たらジャンボタニシがめちゃくちゃのこっていた。 

・ジャンボタニシのたまごがつぶれたり、親貝がつぶれたりしているのがすご

ーくきもちわるかった。 

 でも、これでジャンボタニシのひ害がふせげるといいな。ジャンボタニシは

外来種だから元の場所にかえせるといいのにな。 

・つぶれたジャンボタニシはすごく気持ち悪かったです。たまごも気持ち悪か

ったです。そして、いつかジャンボタニシがいなくなってほしいです。 

 

 

 

 

今後の課題 

  

  

  

  

  

成果 

☆ 活動区域を設定して 3 チームで活動したので駆除も早くでき、無理なく運

営ができた。中津川先生の環濠水路の話は好評であった。 

☆ チームごとに救護担当者を作り、熱中症などに対応するようにした。幸い

体調不良は出なかった。保全会からのジュースなどの差し入れはありがた

かった。   

☆ 地元以外から多人数の方の参加は初めてであり、地元の方と交流したり、

京都新聞で報道されたことでより多くの方に上狛川のジャンボタニシ駆除

を知ってもらう事ができ、よかった。 

 

課題 

★ 地元の住民に関心を持ってもらうため、より計画的に情報を広め、取り組み

やすい体制を作っていくことが大切である。 

  上狛農地・水・環境保全会 上狛川を美しくする会 上狛 1～5番区区長会 

 椿井区長、農協、上狛小学校、山城中学校、故郷案内人の会など諸団体に呼び掛け

て「ジャンボタニシの駆除をおこない上狛川の環境を考える会」（仮称）を作る。

 

★ 木津川市広報に駆除の取り組みをのせ、より多くの人に知らせる。 
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19. 田中R・春の野鳥観察                               ・平成 22 年 4 月 24 日(土) 
19.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 春の野鳥観察会 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー田中レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 24 日(日)8：30～12：00 

参加人数 参加総数 名  

 一般参加者 17 名  

 河川レンジャー 2 名 田中 R、福井 R 

 講師 1 名  

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 植田氏 (自然体験活動インストラクター） 

スケジュール 8:37 スコープの準備 

 9:00 レンジャー開会のあいさつ 

 9:17 講師によるスコープなど取り扱い説明 

 9:21 北河原堤防から観察開始 

 10:43 レンジャーの解説 

 11:15 観察風景 

 9:36 ベニシジミ確認 

 10:50 オドリコソウ確認 

 10:39 ウグイスのさえずりのようす 

 11:34 アンケート記入 

 11:44 レンジャーによる鳥合わせ 

 11:51 講師による鳥講義 

実施場所 
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19.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
  

   

  
○ やましろ里山の会 

スタッフ協力、フィールドスコープ７台 借用  

関係機関からの支援内容 

○ 木津川出張所 

  チラシ印刷 300 部 

  受付と参加者の取りまとめ 

  必要物品の貸与（レンジャー旗、バインダー） 

  配布資料の提供  

    

   

  

○ 実施計画の立案 

  年度当初に立案 

講師の植田先生と打合せ 

事前に河川レンジャーにより下見をおこない、季節に確認できる野鳥を

調べる  

レンジャーの活動内容 

○ 参加案内 

チラシ 300 枚印刷  

木津川市、精華町、京田辺市、城陽市、八幡市、久御山町のチラシ配布

各所で案内 

  
○ 必要物品の準備 

  やましろ里山の会、木津川出張所より貸与 

  

○ 関係機関との調整 

  山村レンジャー、福井レンジャーとの打合せ 

  講師・植田光弘氏との打合せ 

  

○ 活動実施 

  ・集合場所である木津川流域センターにレンジャー旗および看板設置 

  ・使用するスコープの準備、組み立て 

  ・木津川センター会議室にてレンジャーによる開会挨拶、講師紹介 

  ・屋外に移動して、講師によるスコープの使い方説明 

  ・北河原堤防より野鳥観察開始 

  ・堤防を上流に向かいながら河川敷に下り、ブッシュの中の野鳥観察 

  ・野鳥観察をしながら川原に向かう 

  ・川原で観察の後、元来た道を木津川センターに戻る 

  ・木津川センター室内にて鳥合わせ 

  ・講師による鳥のお話 

  ・アンケート記入、回収  
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確認した鳥 ２６種 

カイツブリ、カワウ、カルガモ、コガモ、ダイサギ、アオサギ、ウグイス、

オオヨシキリ（声）、カワセミ、キジ（声）、セグロセキレイ、スズメ、ト

ビ、ノスリ、ハシボソガラス、ヒヨドリ、ムクドリ、ツグミ、モズ、イカ

ルチドリ、ツバメ、ホオジロ、カワラヒワ、ケリ、イソシギ、ヒバリ 

 

  

所見 

 

今回の「春の野鳥観察会」は、過去 3 回に引き続き、木津川流域センター

上流右岸の観察地で実施した。同じ地点で 2 月に 2 回、冬も観察していたの

で 4 月の春へと野鳥の季節による入れ替えを実感することができた。 

具体的には夏鳥であるツバメ、オオヨシキリ（声）、ヒバリが見られ、冬鳥

のカモ類は例外的に存在したコガモの小集団以外は北方に帰ったようだ。ツ

グミ、モズも若干確認できたが、じきに北に渡るそうだ。ノスリも営巣は琵

琶湖北部や北陸で夏場に行うそうだが、今回は少しだけ姿が見れた。ただ、

これまでノスリが獲物を狙う姿を見せてくれていた開き橋の送電線が今月撤

去され、次のシーズンもこの場所でノスリを観察できるかどうか心配。 

今回特筆すべきは、河原の観測地点より下流の開き橋との間にあるワンド

（たまり）で、カワセミの捕食風景が見られ、観察中にも何度も飛来したこ

とから、このワンドはえさ場になっているとおもわれた。参加者はヒスイ色

の背を見せながら何度も飛ぶカワセミにうれしい歓声をあげた。 

また、今回はウグイスが河原の木の上のほうの枝に止まって、長い間さえ

ずっていた。ウグイスは通常藪の中で鳴くので、姿は見えずということが多

いが、珍しく長時間姿を見せてくれ参加者は存分に観察することができた。

今回は木津川の水量が多く、礫河原の部分はほとんど水につかり、河原の

野鳥は多くは観察できなかった。イカルチドリ、イソシギが見られたのはラ

ッキーだ。 

秋、冬（2 回）と今回の春と、何度も野鳥観察会に来ていただいている参加

者の方々は、フィールドスコープの扱いにも慣れられ、積極的に鳥の姿をと

らえておられた。 

4 月にしては寒い一日だったが、木津川の自然の豊かさを実感でき、参加者

のみなさんは清々しい笑顔で解散されました。 
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19.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:17 講師によるスコープなど取り扱い

説明 
 9:21 北河原堤防から観察開始 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:43 レンジャーの解説  10:39 ウグイスのさえずりのようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:50 オドリコソウ確認  オドリコソウ アップ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:44 レンジャーによる鳥合わせ  11:51 講師による鳥講義 
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19.4 意見・課題  

  

  

参加者からの意見 

  

  

★退職以来、ずっと野鳥観察をしたいと願っていましたが、こんなに身近で行

われていて、やっと実現しました。このような活動を進めて下さっている方に

心から感謝します。 

★自分の手でフィールドスコープを扱い、鳥を見れた。難しかったけど、楽し

かった。 

★ウグイスの姿が見れてよかった。 

★カワセミを生まれて初めて見れてうれしかった。 

★自然の中で気持ちがゆったりできた。純粋な気持ちになった。 

★講師の先生やスタッフの皆さんの話を聞き、新しい発見ができた。 

  

  

今後の課題 

  

  

  

○ 毎回野鳥観察会は、懸命のチラシ配布で周知を図っているつもりであるが、大体

20 名弱の参加人数であり、周知方法を改革していく必要があると思われる 

 

○ この野鳥観察会の目玉は、やましろ里山の会より貸出のフィールドスコープを参

加者本人が使用して、参加者の手で野鳥の姿をスコープでとらえて観察できる点に

ある。通常の野鳥観察会では、スタッフ自前のスコープでスタッフが野鳥を見れる

ようにしてくれてから参加者に見せてくれる。この違いは大きいし、これが今観察

会の特徴といえる。その点をアピールし、新たな参加者を集めたい 

 

○ 植田先生の野鳥標本を使ってのお話は毎回人気である。野鳥という手の届かない

存在を、羽であったり頭蓋骨であったりに触れて観察できる事は貴重な体験である。

大人だけでなく、子供たちにもっとこの醍醐味を味わってほしい。   
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20. 田中R・流れ橋はどんな橋                       ・平成 22 年 5 月 9 日(日) 
20.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 流れ橋はどんな橋 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー田中レンジャー 

開催日時 平成 22 年 5 月 9 日(日)9：30～12：00 

参加人数 参加総数 44 名  

 一般参加者 35 名 子どもさん 9 名含む 

 河川レンジャー 3 名 田中、福井、山村各レンジャー 

 
説明講師 4 名

山城北土木事務所 2 名、玉井建設 1

名、地元お茶農家 

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 金森氏 (地元お茶農家） 

スケジュール 9:21 受付のようす 

 9:57 流れ橋修復工事現場への移動 

 
10:08 

京都府山城北土木事務所(後田副室長・金井主任)および玉井建設

(荻原さん)あいさつ 

 10:18 旧橋の部材を説明(山城北土木事務所、金井主任) 

 10:39 資料の説明 

 10:43 ヘルメット装着し工事箇所見学 

 10:50 河川敷樹木伐採について質疑応答 

 
11:27 

地元お茶農家金森氏の歴史講話(やわた流れ橋交流プラザ四季彩

館) 

 12:04 参加者質疑応答 

実施場所 
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20.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

    

関係機関からの支援内容 

 

京都府山城北土木事務所 

 …講師派遣、現地見学の便宜、見学資料の提供、ヘルメットの貸与 

玉井建設 

 …講師派遣、現地見学の便宜、参加者用駐車場の提供 

やましろ里山の会 

 …スタッフ協力、必要物品の貸与（スピーカー等） 

四季彩館・食彩の会 

 …講師紹介 

四季彩館 

 …座学用集会室の確保、チラシ配布 

淀川河川事務所木津川出張所 

 …配布資料の提供、必要物品の貸与（レンジャー旗、バインダー等） 

 

 レンジャーの事前活動 

京都府山城土木事務所への講師依頼交渉。 

現地の安全確認下調べ 数回。 

四季彩館・食彩の会 代表 谷口様に地元有識者紹介依頼→ご紹介いただく

           地元 金森様ご紹介いただき、主旨説明・講師依頼・

              下打合せの実施（食彩の会 谷口様同席） 

当日の駐車場確保の折衝依頼のため四季彩館との折衝。 

八幡市都市管理部及び山城北土木事務所に当日駐車場確保の折衝依頼 

その他 当日要員スタッフの確保。 

配布資料の作成など。 

レンジャーの活動内容 

 今回の「流れ橋見学会」は、快晴と嬉しい予想外の多くの参加者に

めぐまれて、まずは成功であった。多くの方に参加していただけたの

は、流れ橋および木津川がみんなに愛され親しまれ、興味を持たれて

いることの表れであろうと思われる。 

 

 現地講師及び流れ橋の資料をお願いするため山城北土木事務所 管

理課 亀山室長にご相談したところ、資料集をご用意いただき、道路

計画室の流れ橋復旧工事ご担当をご紹介いただいた。 

 当日現地においての工事説明では、山城北土木事務所のご担当者の

わかりやすいお話と、一般ではなかなか入手できない詳細な資料が大

変好評だった。参加者のみなさんは大変満足されていた。 

 四季彩館に移動して、現地見学講師によるおさらいと、流れ橋のす

ぐ傍でお茶農園をなさっている金森さんのお話を座学とした。 

 金森さんからは、八幡の名産のお茶の話、流れ橋時代祭で水戸黄門

様に扮した話、流れ橋の歴史や昔の架け替え工事の話、昨年の流出の

話、子供時代の川遊びや魚とりの話まで、参加者は興味深く聞いてい

た。 



 

82 

20.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:21 受付のようす  9:57 流れ橋修復工事現場への移動 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:18 旧橋の部材を説明  10:39 資料の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:43 ヘルメット装着し工事箇所見学  10:50 河川敷樹木伐採について質疑応答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:27 地元お茶農家金森氏の歴史講話  12:04 参加者質疑応答 
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20.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

 

 

・地元洪水体験者の話が珍しく聞けた。 

・丁寧な解説でよくわかった。  

・行政の方、工事業者の方とも、子供にもわかりやすい説明で、よく橋の構造

や歴史について理解できました。日曜日なのにご対応いただきましてありが

とうございました。 

・流れ橋の説明を山城北土木事務所の方にしていただき、大変参考になりまし

た。 

・構造や工事の話など大変おもしろかった。詳しい資料がとてもよかった 

・工事中の橋を渡り、良い経験ができた 

・昨年流出して以来、復旧工事が気になっていた。それが見られ改造点の説明

も大変おもしろかった 

・話が少し難しかった 

・日曜日だったので工事(作業)を見られなかったのが残念 

・流れ橋周辺の歴史、昔話が聞きたい 

・今回もこのような活動を通じて色んな事を知りたいと思います 

・日頃利用している流れ橋について知る機会ができてよかった 

・子供さんの参加が多く、なごやかな雰囲気でよかった 

・日本でも珍しくなった流れ橋、流れるたびにかけ替えをするのは大変ですが、

木津川でみんなに親しまれるスポットです。大切にみんなで守れたらいいと

思います。お金もヒマもかかりますが、橋の文化の保存として貴重です 

 

  

  

今後の課題 

  

 

 

  流れ橋の流出と復元は、そう度々出会えるものではなく、時期を得た取り組みだっ

た。 

 府土木事務所の大きな協力があって、素晴らしい現地説明会ができた。 

 出来ることなら、もう少し参加者を増加させたい、せっかくのチャンスだから。 

 今回の反省点としては、四季彩館の日曜朝市とかさなり駐車場の使用が１１

時以前は許可されなかった点。無料駐車場を玉井建設のご厚意で１０台ほど解

放していただいた。 

  また無料駐車場の半分を流れ橋現場工事事務所が占め狭くなっているため、

駐車の混み具合が予想がつかなかった。誘導に時間がかかる可能性を考慮して

余裕あるスケジュール設定としたが、結果的に駐車はスムーズで、逆に参加者

に長時間お待ちいただくことになり、シミュレーションを徹底すべきだったと

反省した。 

 また結果的には参加人数は盛況だったが、広報の難しさも実感した。 
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21. 田中R・流れ橋で魚採り                          ・平成 22 年 7 月 29 日(木) 
21.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 川で遊ぼう！魚をとろう！in 流れ橋 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー田中レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 29 日（木）9：00～12：15 

参加人数 参加総数 97 名  

 
一般参加者 78 名

大人 30 名 子供 48 名(聴覚障害児

デイサービス参加者含む) 

 河川レンジャー 3 名 山村・福井・田中各レンジャー 

 スタッフ 14 名 やましろ里山の会ほか 

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

講  師 福井氏 (河川レンジャー） 

 田中氏 (河川レンジャー） 

スケジュール 8:29 テント設営 

 8:54 会場散乱ゴミの清掃 

 9:45 会場の看板 

 9:42 レンジャーからの注意と障がい者への手話通訳 

 9:47 網の使い方の説明 

 9:53 龍谷大学スタッフによるライフジャケット装着訓練 

 10:06 魚採りのようす 

 11:13 レンジャーによる魚合わせ 

 11:46 アンケートの記入 

実施場所 
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21.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

 
  

関係機関からの支援内容 

 

やましろ里山の会 

 …スタッフ協力、テント・タモ網・サデ網・投網等の物品貸与 

京都府山城広域振興局、八幡市、京田辺市、精華町、木津川市、城陽市、久

御山町、琵琶湖・淀川水質保全機構、琵琶湖・淀川流域圏連携交流会 

 …後援協力 

八幡市、京田辺市、精華町、木津川市、城陽市、久御山町、井手町各教育委

員会 

 …各小学校チラシ配布による広報協力 

淀川河川事務所木津川出張所 

 …配布資料提供、必要物品の貸与（ライフジャケット、スローロープ、レ

ンジャー旗 等） 

  

レンジャーの活動内容 

 

 前日の後半から京都府南部は雨、当日朝も断続的に降っていた。が、

午前八時前時点で川の神様がほほ笑んだように雨が上がり、天気予報

では午前 10 時から 12 時が雨のピークということだったが、できると

ころまで川に入ろう！と判断し、実施を決定した。 

 雨足が強まればその時点で中止、と決定したので、水質検査は中止。

水質も雨で撹乱されているのでコンディションも悪かった。 

 天候に不安があり午前八時以降、多数の電話問合せがあったが実施

とお伝えした。 

 結果的に事前の欠席連絡も含めて 10 組の不参加があったが、この

天候与件の中 78 名もの参加があったのは、地域の大人子供から魚と

りの取組みが強く支持されているという表れであると考える。 

流れ橋周辺の木津川は、連日の晴天のため干上がる寸前で、数日前

まで確認されていた流れも前日には寸断されて、タマリが点在する程

度。そのため雨による増水の心配はなく、水量の観点からは恵みの雨

だといえる。が、結局流れを形成するまではいかず焼け石に水であっ

た。 

このような環境の中であったが 30 種の魚、カエル、昆虫が確認さ

れ、説明を熱心に聞く親子の姿が印象的であった。今回もタモ網以外

にサデ網、投網が威力を発揮し、あちこちの魚とり地点で歓声があが

った。気になっていた雨は、12 時前にテントに集まってまとめの話に

入った頃に再び強く降り出し、参加者は笑顔で雨の中予定時刻に解散

した。 

 



 

86 

21.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:29 テント設営  8:54 会場散乱ゴミの清掃 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:42 レンジャーからの注意と障がい者

への手話通訳ボランティア 
 9:47 網の使い方の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
9:53 龍谷大学スタッフによるライフジ

ャケット装着訓練 
 10:06 魚採りのようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:13 レンジャーによる魚合わせ  11:46 アンケートの記入 
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21.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

アンケートより 

・木津川や魚について勉強になった。 

・魚がとれてよかった。 

・自然にふれる機会がないので、子供は大喜びで楽しかったです。 

・たくさんの魚を見れ、とれ、親も楽しかったです。 

・川魚のとり方やいろんな種類の魚がいる事がわかり母も勉強になりました。

木津川は思った以上にきれいでした。 

・いつも何気なく見ている木津川に色んな魚がいるのには驚きました。川は危

険な場所なので、子供にとっても良い経験だったと思います。 

・手話を勉強中ですが、何かのお手伝いができればな、と思い、ボランティア

を申し込みました。河原に下りたのは何十年ぶりですが、子供たちが魚をと

る姿、また少し深い所で水遊びする姿を見て、楽しい気分になりました。 

・連絡が前日だった。当日アミがなかった。 

・電話での問い合わせの対応が悪かったです。また参加の連絡が遅すぎます。

でも参加していい経験ができました。 

・申し込みのハガキを出したら参加できると勘違いしていて、来てみたら参加

者名簿に入っていなかったので、事前に確認してから来たらよかったと反省

しています。飛び込みで参加させて下さってありがとうございました！楽し

かったです。 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

・天候の問題もあるが、事前連絡も含めて欠席が 24 組中 10 組あり、今後は参

加決定者をもう少し多くしたらどうか。 

・流れ橋左岸は時期によると水量が全くなくなる場合もあり、実際昨年 9 月の

魚とりは上流左岸の岩田でおこなった。今回も直前まで何度もロケハンし、

流れ橋か岩田か判断に迷った。結局岩田ではまだ水量が多く深みも大きいた

め、流れ橋に決定した。 

・アンケートは概ね肯定的であったが、「参加決定の連絡が遅い」「電話対応が

悪い」の苦情もあった。 

・受付実務と合格連絡について 参加者が問い合わせる方式に改めることが必

要 また、期日を切って連絡がない場合は不合格と明示すること。 
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22. 山村・福井R・馬坂川花見と木津川展            ・平成 22 年 4 月 4 日(日) 
22.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 親子花見の会と木津川展 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村・福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 4 月 4 日（日）9：00～16：30 

参加人数 参加総数 624 名  

 一般参加者 589 名 ギャラリー約 70 名含む 

 河川レンジャー 3 名 山村 R、福井 R、中川ゆ R 

 講師 4 名  

 
スタッフ 27 名

やましろ里山の会、田辺団地自治会、

きらら商店会 

 運営事務局 1 名  

講  師 藤田氏 (フジタカヌー代表） 

 大植氏 (やましろ里山の会) 

 植田氏 

久乗(くのり)氏 
(自然体験活動インストラクター) 

(旧巨椋池魚類専門家) 

スケジュール 9:01 会場設営準備のようす 

 9:01 受付準備 

 9:12 木津川展・水槽の巨大コイ 

 9:17 巨大コイの提供者久乗講師の話 

 10:04 聴覚しょうがい児童への乗船前講義 

 13:16 会場周辺の交通整理 

 10:58 ライフジャケット装着の指導 

 11:07 乗り込みのようす 

 11:59 「木津川はどんな川」のレンジャー講義 

 11:48 桜の下の E ボートとカヌー乗船 

 13:15 桜の下の E ボート 

 11:32 木津川展・講師の鳥の話に夢中な参加者 

 14:57 鳥の絵画教室のようす 

 14:08 盛況の木津川展 

 15:09 閉会後船の撤収作業 

 16:12 反省会のようす 

実施場所 
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22.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
  

    

関係機関からの支援内容 

 

  国交省：ライフジャケットの貸出 

  京都府：馬坂川の使用許可 

  綴喜西部土地改良区：馬坂川貯水許可  

  

レンジャーの活動内容 
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22.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:01 会場設営準備のようす  9:01 受付準備 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:12 木津川展・水槽の巨大コイ  9:17 巨大コイの提供者久乗講師の話 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:04 聴覚しょうがい児童への乗船前

講義 
 13:16 会場周辺の交通整理 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:58 ライフジャケット装着の指導  11:07 乗り込みのようす 
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11:59「木津川はどんな川」のレンジ

ャー講義 
 11:48 桜の下の E ボートとカヌー乗船 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 13:15 桜の下の E ボート  
11:32 木津川展・講師の鳥の話に夢中な参加

者 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:57 鳥の絵画教室のようす  14:08 盛況の木津川展 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 15:09 閉会後船の撤収作業  16:12 反省会のようす 
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22.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

 

反省会での発言 

1.受付での予約・飛び入りの整理に手間取った。来年は改善したい。 

2.聴覚しょうがい児童にとっては初めての体験で、かなりびっくりし、興奮もしたよ

うだ。しかし、帰るときはうれしそうにしていたのはなによりであった。 

3.カヌーについては車いすの人からも要望があった。屋形船にするというアイデアも

あるのではないか。 

4.木津川展示会は、植田講師、福井レンジャー、久乗講師の熱心な説明にお礼をいい

たい。なお、植田講師からは、会場案内を分かりやすくしてほしかったという要望

が出された。 

5.ライフジャケットの装着では、若い親と幼児が増えた。受付から乗船までの流れを

スムーズにしてはどうか。また、受付・ライフジャケットにおける氏名の二重チェ

ックを簡素化してはどうか。 

6.交通整理の担当をした。また、船の積み降ろしの手伝いをした。このように手伝え

てうれしかったことと、このような活動で体重を落としたい。 

7.個人的に、毎日 8:30 から団地内の清掃活動を行っている。他人の行為をほめるだけ

でなく、自分から率先してやることが大事である。 

8.準備の段階から無茶苦茶である。机を使った船着き場づくり、足湯はぬる湯だった

など。 

9.川の整備を行ってほしい。春に咲く花と桜をマッチさせる土手の整備はどうか。 

春に咲く花の種を住民に配布して、住民に育てていただくというアイデアはどうか。

10.通るところだけ整備するということも考えられる。 

11.アンケートによる感想では、ほとんどの参加者が楽しいひと時を過ごせたという感

謝の言葉にあふれていた。木津川展についても木津川の自然にふれ今後関心を持っ

てみていきたいという声が多かった。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

・近鉄東住宅自治会では、地域住民組織等との連携協働について面倒だという意見大

半。自治会役員が順番制だから、任期が住めばそれまでという感覚があり、新しい

取り組みへの意欲が少ない。 

・旧村では落ち着いた世話役がおり、連携して協働しようという意欲は見られる。 

こうした自治会や区の温度差を踏まえた新しい連携協働の仕組みをどうつくるのか

ということが大きな課題である。 
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23. 山村・福井R・クリーンアップ                  ・平成 22 年 6 月 20 日(日) 
23.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 木津川全域クリーンアップ 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村・福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 6 月 20 日（日）9：00～12：00 

参加人数 参加総数 39 名  

 
一般参加者 35 名

開橋 10 名、山城大橋 名、流れ橋

13 名、国道 1 号木津川大橋 12 名 

 河川レンジャー 2 名 山村、福井レンジャー 

 出張所 1 名 山地係長 

 運営事務局 1 名  

スケジュール  

 

 

 

 

 

 

 

9:00 

 

10:00 

11:00 

 

 

10:00 

10:10 

10:10 

10:53 

10:47 

 

 

(開橋) 

バーベキューの後のゴミ 

ないように見えてあるのです・ゴミが 

かわいい応援団 

分別中 

やったぞー記念撮影 

 

(流れ橋) 

参加者集合 

流れ橋たもとを清掃 

1 号線橋の下を清掃 

流れ橋右岸で解散 

 

(山城大橋) 

高水敷のゴミを拾う様子 

青谷川に散乱するゴミ 

青谷川に下りての集積作業 

集まったゴミ 

集めたゴミの前で記念撮影 

 

(国道 1 号木津川大橋) 

 9:46 国道一号下の散乱ゴミのようす 

 10:03 作業のようす 

 10:11 参加者作業後の集合写真 

 10:18 国道一号下清掃後のようす 

 10:17 回収されたゴミ 

実施場所 
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23.2 事前活動  

  

各種資料 

 

  

特になし  

    

    

関係機関からの支援内容 特になし  

    

レンジャーの活動内容 

(開橋) 

福井レンジャーより報告

   

 

 (山城大橋)弁当ガラ・カン・ビン・ペットボトル など 

生ゴミは調理の跡あり 

タイヤ４本（丁度くるま 1 台分）           山地係長より報告

  

 

(流れ橋)流れ橋周辺のゴミはあまりひどい状況ではなかったです。 

芳川さんのお話では、先日草刈りが行われ、草刈り業者の方が大きなゴミを拾って

処分されたということ。 

ゴミはあるものの、どちらかというと人目の少ない右岸の方が少し多い程度でした。

田中実知世さんより報告

 

(1 号線木津川大橋下)橋周辺の参加者は当初ゼロ。散乱ゴミが目についたので山村 R

が流れ橋参加者に応援を求めた。               事務局より報告
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23.3 活動状況  
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23.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 

 

散歩に来たら清掃されていたので手伝った。 

昨年も参加した 

守口市や奈良市から参加した。 

  

今後の課題 

  

年間開催予定日が固まってきたので、もっと早く実施案を決定して、各自治体の広報

に呼びかけを記載して、取り組みを大きく宣伝するようにすること。 

ちなみに 23 年度は 6月 19 日(日)予定である。  
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24. 山村・福井・田中R・洪水体験八幡小          ・平成 22 年 7 月 24・25 日  
24.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 夏休み洪水体験 

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村・福井・田中レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 24・25 日（土・日）10：00～15：00 

参加人数 参加総数 169 名  

 一般参加者 146 名 大人 62 名、子ども 84 名 

 
河川レンジャー 5 名

山村・福井・田中・中川ゆ(24 日)・

柳沼(25 日)各レンジャー 

 淀川河川事務所 10 名  

 木津川出張所 2 名  

 講師 1 名  

 
報道関係者 3 名

八幡市広報、京都新聞社(以上 24

日)、枚方ケーブルテレビ(以上 25

日) 

 運営事務局 2 名  

講  師 柗永氏 (淀川資料館） 

スケジュール 23 日 16:05 施設設営とレンジャー 

 16:20 屋外トイレの清掃 

24 日・25 日 8:49 横断看板の設置 

 9:24 受付のようす 

 9:37 レンジャー開会のあいさつ 

 9:39 八幡市広報の取材 

 13:45 京都新聞の取材 

 10:00 講師による水害の話 

 10:19 土のう作り体験 

 10:59 土のう積み体験 

 11:00 間詰め土散布 

 11:35 タコ突き体験 

 10:21 水没ドア体験 

 10:24 洪水歩行体験 

 10:29 各種防災施設の説明 

 11:35 クレーンカメラ体験 

 11:58 参加者質疑応答 

実施場所  
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24.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
  

関係機関からの支援内容 

 

八幡市：市自治会連合会が案内チラシを広報掲示版の張出し(有料)。 

   ：市教育委員会の特段の配慮があった。 

木津川出張所:参加者集約、参加者への案内状配布、資料配布物準備 

国交省淀川事務所：事前準備、当日の配慮、後始末に万全を期してい 

ただいた。特に熱中症対策・・テントの増数 水だし扇風機。  

    

 レンジャーの活動内容 

 
○八幡小学校、教育委員会への会場依頼のお願い、申請、下見 
○八幡市役所との交渉 
○チラシ作製、印刷、関係教育委員会への配布 
○開催前日準備と当日の会場作り 

(当日の運営) 
・チームを３つに分けて行ったことで動きがスムーズにでき予定時間内に

行えた。また、説明も丁寧にできて好評であった。 
・松永氏のパネルを使った洪水の話は、分かりやすく洪水体験、土のう作

りへの意欲付けにもなった。パネル展示が効果的に使えた。クイズも上

手に話に取り入れてもらえた。 
・水中歩行体験は時間の許す限り何回も体験できて、子ども達には好評で

あった。最初は怖そうであったが、つえを使ったり繰り返し歩くにつれ

て歩き方もうまくなった。水の中を歩く時、つえなどが必要であること

がよくわかったとのこと。 
・水没ドア実験では、水の圧力の大きさを実感。 
・防災機器体験は、興味深く聞いていた。25 日の午後には照明機を動かす

リモコン操作を体験させてもらい、子どもたちは大喜びであった。 
・土のう作り 

土のうの作り方、堤防の作り方を丁寧に指導してもらい、分かりやす

かったという感想が多くあった。子ども達が中心になって土のう作り

と堤防作りを行った。子どもの頑張りに元気をもらった。 
3 歳の子供がスコップを持って砂を入れたり、たこつちを協力して動

かしていた。 
親子ともによい経験だった。 

・レンジャー、スタッフ自身が土のう作り体験を行い、今後の活動への自

信を深めた。 
・暑さ対策としてのミスト扇風機、テント、お茶などの設置はとてもよか

った。一名気分が悪くなって早く帰った家族以外、元気に活動できた。

○ 活動のまとめ 
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24.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 16:05 施設設営とレンジャー  16:20 屋外トイレの清掃 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:49 横断看板の設置  9:24 受付のようす 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:39 八幡市広報の取材  
13:45 京都新聞の取材(次の日に枚方ケーブ

ル TV の取材があった) 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:00 講師による水害の話  10:19 土のう作り体験 
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 10:59 土のう積み体験  11:00 間詰め土散布 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:35 タコ突き体験  10:21 水没ドア体験 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:24 洪水歩行体験  10:29 各種防災施設の説明 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 11:35 クレーンカメラ体験  11:58 参加者質疑応答 
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24.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
  

  

  

  

  

  

  

 

・テレビなどでしか見たことのない洪水体験を実際にできてとてもよかったで

す。子ども達もいろいろ経験させていただき大変喜んでいました。スタッフ

の方々には暑い中本当にありがとうございました。 

・説明が分かりやすかった。 

・自治会の多数の参加が効果がある。 

・みなさん親切で気持ち良く体験で聞きました。ありがとうございました。 

・普段なかなかできない体験ができて良かった。特に水没ドアはためになりま

した。子どもも楽しく参加できてよかったです。 

・洪水の怖さを知りました。子どもとよい体験ができました。ありがとうござ

いました。 

・せっかくのよい体験ができる機会なのに、告知が遅いと思います。また、先

着順なら学校など配布時期を統一してほしいと思います。いつも知れる時期

が遅く、3 年目でやっと参加させてもらいました。 

・災害体験のお話で、小動物の避難のお話しが特に面白かったです。家が川か

ら遠くにあるので水害からは無縁だと思っておりましたので（地震が怖いの

ですが）子ども達がこれを機会に自然の恐ろしさに目を向けてくれたらと思

います。お茶、ジュースなどがとてもおいしかったです。ありがとうござい

ました。 

私は土のう作りで先生が教えてくれた「エンヤコーリャ」といううたがおも

しろかったです。ありがとうございました。 

・土のう作りを小学校の団体競技に入れてもらうよう教育委員会に提案してみ

ては？ 

・土のう作りで土のうぶくろのヒモを上手にむすべるようになってうれしかっ

たです。 

・貴重な体験や話が聞けました。とても大がかりな施設を持ってきていただい

たので、学校行事の多人数対象にちょうど良いと思いました。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

○ 参加者が思ったより少なかったことが残念。これだけの設備を考えるなら、200
名位の参加者はほしい。今後自治体の防災組織などに働きかけたり、招待状を

出すなど組織、団体への呼びかけを丁寧にしていく必要がある。 
○ 実際には土のうを作って水を防ぐという事は各家庭ではできない。どうしたら

良いのかという質問があった。土のう以外の水袋やプランターを使った堤防作

り等の紹介も必要。（資料、見本展示） 
○ 参加申し込み方法の改善が必要ではないか。（当日整理券発行方式？）  
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25. 山村・福井R・魚採り開橋                       ・平成 22 年 7 月 31 日(土) 
25.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 木津川市夏祭り「川で遊ぼう魚をとろう in 開橋」 

担  当 木津川出張所管内 山村、福井 

開催日時 平成 22 年 7 月 31 日（土） 8:00～14:30 

参加人数 参加総数 132 名  

 一般参加者 100 名  

 河川レンジャー 2 名 山村、福井レンジャー 

 
協力スタッフ 24 名

NPO 法人やましろ里山の会、故郷 12、鹿山クラブ

木津川漁協 近畿大学大学院生、龍谷大学生 

 木津川市夏祭り実行委員会関係者 4 名  

 淀川河川事務所 1 名  

 運営事務局 1 名  

スケジュール 8:00  スタッフ集合（木津川出張所管内流域センター） 

   ・受付準備、現地会場準備等 

 

9:00 

参加受付 

・流域センターで受け付け後、開橋歩道橋を渡り、対岸の会場へ 

・会場到着後、ライフジャケットを着用 

 9:30  活動開始 

 

 

・レンジャー挨拶、スタッフ紹介 

・活動予定と各活動場所の説明、参加者を３組にチーム分け 

・各チーム毎に活動場所へ移動（A→上流 B→ワンド① C→ワンド②） 

 9:40  各チーム毎にライフジャケットの着用確認 

 9:50 魚取り 

 11:00  休憩（休憩しながらレンジャー、スタッフによる捕獲した魚等の解説） 

 11:15  体験時間（投網、水質調査、いかだ乗りの各体験） 

 
11:55 

まとめ 

・水質調査の結果、魚あわせ・参加者の感想・レンジャーから終わりの挨拶 

 12:00 解散（アンケート記入を終えた方から開橋歩道橋を渡り、対岸の流域センターへ） 

  スタッフ片付け（会場、流域センター） 

 14:30 終了 

実施場所 
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25.2 事前活動  

各種資料 

 
○魚取り－魚あわせプリント ○河川レンジャーNews 13 号 ○アンケート 

○水質調査票（みずしらべ）○調べてわかる数の見方（水質調査用） 

 

夏祭り実行委員会・・・ 広報、チラシ配布、弁当差し入れ 

木津川出張所・・・参加申し込み受け付け、整理、資料、ライフジャケット
関係機関からの支援内容 

やましろ里山の会・・・タモアミ、投網貸出、スタッフ援助 

木津川漁協・・・通路の草刈り、スタッフ援助 

 

 

レンジャーの活動内容 

木津川市の夏祭り実行委員会からの案内で協力することを決定する。 

 数回の実行委員会に参加し、内容を決定する 

 昨年までの魚とりのノウハウを生かして企画する 

チラシ原稿の作成と配布 

 スタッフ募集 

 ライフジャケットの借用手配 

 竹筏の製作 

 水質検査指導の準備 

 会場草刈り 

当日の運営とまとめ 
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25.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 受付（流域センター）  開会（レンジャー挨拶、諸注意 等） 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 
魚取り（水の深さとお子さんの大きさに合わせて３

つのグループに分かれて） 

 

 
休憩の時間を利用して採った魚たちの解説

（写真は新種「淀ぜぜら」を大学生スタッフが解説）

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 投網体験（大人も子どもも）  水質調査（パックテストを使って） 

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

  

 いかだ体験  
終わりに、木津川を見て、触れて、感じた

こと、思ったことの参加者の感想を 
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25.4 意見・課題  

  

  

  

  

参加者からの意見 

  

  

  

  

  

  

  

 

・今日はとても楽しかったです。木津川の汚れが思っていたよりひどいのに驚

きました。 

・知識のある方がとてもたくさんいらっしゃるのでとても楽しく学べ遊べまし

た。ありがとうございました。 

・子どもが水や魚に興味を持ったことがよかった。スタッフの方、ご苦労様で

した。 

・とても楽しかったのでまたやりたいです。 

・魚の説明を聞けて良かったです。また是非参加させていただきたいと思いま

す。他のスケジュールとの関係もあり、もうすこし合否をはやくしらせてい

ただけるとありがたいです。 

・いかだ遊びが楽しかったらしくとても喜んでいました。いろんな魚を見れて

よかったです。ありがとうございました。 

・はじめて投網をやりました。うまく開けたのでうれしかったです。丁寧に教

えてもらいありがとうございました。 

  

  

今後の課題 

  

  

  

  

  

 

成果 

☆夏祭りイベントの一環として自治体主催の取り組みに参加でき、貢献できた

ことは木津川河川レンジャー活動として初めてのことであり、夏祭りを盛り

上げれたことは良かった。 

☆募集が始まって数日で定員 100 名になってしまうほど、川遊びのニーズは大

きい。開き橋で今年もできたこと、水質検査や筏体験など今までできなかっ

たことも行え、川遊びの楽しさ、木津川の現状を伝えることができた。 

☆例年より水量が多く、広い範囲なので安全に気を使ったが、多くのスタッフ

のお陰で無事にできたことが一番の成果である。3 回目の取り組みなので経

験の蓄積によるところが大きい。 

☆木津川市の取り組みなのでスタッフを木津川市中心にお願いしたが、様々な

団体が答えて下さり、新たに繋がりと交流ができた。今後の川への取り組みの

一歩になると考える。また、参加者の親にお手伝いを依頼し、喜んで協力いただい

た 

 

課題 

★ 会場の草刈りを里山の会に頼んだり、レンジャーで 8 時頃まで刈るなど 

大変だった。事前に実行委員会でお願いしておくべきだった。 

★スタッフの確保が 危険と隣り合わせで、責任が重くなかなか難しい。 

★ 真夏の事業なので、体力面からかなりきつい作業だ。水難事故が発生しているの

でかなり敏感だった。 

 

★ 途中で入れた取り組みだったので、29 日に流れ橋魚とりをしたばかりで、

準備も当日の運営も大変だった。 
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26. 山村・福井R・魚採り山城大橋                  ・平成 22 年 8 月 4 日(木) 
26.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 綴喜小学校教育研究会 夏季理科部会 教職員木津川生物多様性調査

担  当 木津川出張所管内 河川レンジャー山村・福井レンジャー 

開催日時 平成 22 年 8 月 4 日（木）13：00～17：00 

参加人数 参加総数 26 名  

 
教職員参加者 17 名

綴喜小学校教育研究会理科部会 夏季研

究会 

 河川レンジャー 2 名 山村・福井レンジャー 

 
講師・スタッフ 6 名

山田信人 

スタッフ里山の会より 5 名 

 運営事務局 1 名  

講  師 山田 信人氏 (元木津高化学部顧問） 

スケジュール 13:49 せせらぎセンター座学受講のようす 

 14:29 講師による 木津川の解説 木津川の魚解説 木津川の水質講義

 15:56 山城大橋右岸下流の野外現地へ移動 

 15:58 ヤナギハナガサの観察 

 16:01 オオブタクサの観察 

 16:02 オニユリの観察 

 16:03 カワラナデシコの観察 

 16:05 現地野外観察の注意 

 16:11 カムルチーの稚魚の観察 

 16:13 水質パックテストの実践 

 16:20 魚採りのようすその 1 

 16:31 魚採りのようすその 2 

 16:35 魚採りのようすその 3 

 15:57 参加者の感想 

 17:05 水質についての講師報告と閉会のあいさつ 

実施場所 
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26.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  
  

  

関係機関からの支援内容 国交省：ライフジャケットの借用  

   

  

 

指導要請を受けて取組内容の検討 プログラムの検討。 

依頼者との打合せ検討を数回実施。 

資料の作成。 

座学会場の下見や打合せ。 

現地通路の草刈りや安全対策の検討。 

指導者の確保と補助員の依頼など。  

    

レンジャーの活動内容 

プログラム 

１ 木津川の解説 木津川の特徴  地域の歴史 

２ 木津川の魚の解説 

３ 木津川の水質について 

４ 現地学習 

  １） 河川敷通路の植物調査と解説 

  ２） 木津川本川とワンドでの魚とり体験と解説 

  ３） 木津川本川と流入支川での水質検査体験と解説 
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26.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 13:49 せせらぎセンター座学受講のようす  14:29 講師による水質講義 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 15:56 山城大橋右岸下流の野外現地へ移動  
15:58 ダキバアレチハナガサの観察 

16:01 オオブタクサの観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
16:02 オニユリの観察 

16:03 カワラナデシコの観察 
 16:05 現地野外観察の注意 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 16:11 カムルチーの稚魚の観察  16:13 水質パックテストの実践 
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16:20 魚採りのようすその 1 

16:31 魚採りのようすその 2 
 16:35 魚採りのようすその 3 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 15:57 参加者の感想  
17:05 水質についての講師報告と閉会のあい

さつ 
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26.4 意見・課題  

  

参加者からの意見 
  

 

 

丁寧な現場での体験は滅多に出来ないスケジュールで大変良かった。 

解説屋説明が解り易かった。 

大いに教室で活用させていただく。  

参加者の感想 

・COD の実験は、昔を思い出して、とてもなつかしく思いました。思っていたよりも

たくさんの生き物がいることに、驚きました。自分の身を守るために、目の位置や

お腹の色がついているという豆知識も教わり、とても勉強になりました。ありがと

うございました。 

・久しぶりに川に入り、魚を捕るという体験ができ、とても楽しかったので、又子供

たちに伝えていけたらと思います。草花も知らないものが多く、とても勉強になり

ました。今日は、有り難うございました。 

・学校の児童を河川に連れてくるのは難しいですが、小２と年中の娘と息子を連れて

きたいと思います。楽しい経験をありがとうございました。 

・今日１日で木津川のこと、植物のこと、魚のこと、水質のこと、本当に多くのこと

を学びました。子供も大人もだんだん自然や川から遠ざかるので、意識的に自然に

触れる機会が必要だと思います。ありがとうございました。 

・実際に水の中に入って初めて知ることも多かったです。体験してみることの大切さ

を改めて感じました。教師ですらそう感じるので、子どもはなおさらのことだと思

いました。 

・生き物を見る感動、川遊びのおもしろさを感じました。 

・川の中に入って生き物をとっていると、子どもの頃を思い出しました。でも生態に

ついては知らないことばかりで、とてもおもしろかったです。子ども達にも、こん

な感動を与えられたらいいなと思いました。 

・くつのまま川に入るのは初めてでしたが、おもしろかったです。魚の体のぶ厚さに

より川の流れに適応している・保護色で身を守ることなど、生き物が生きる術を学

ぶことが出来た。 

・木津川には、いろんな植物や魚がいることが分かりました。生態についても、興味

を持ちました。川に入ることは、少しためらってしまいましたが、入ると気持ちよ

かったし、魚が取れると嬉しくなりました。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

綴喜小学校教育研究会理科部会 夏季研究会の取組の一環として依頼が来た。 

何せ現職教職員の皆さんへの指導や講演となると尻ごみする依頼として身構えた。 

いろいろお聞きすると、常日頃は座学中心なので、現場での体験を取り入れての企画

として立案し、開催した。 

反省点は、メリハリの利くものとしたが、もう少しねらいを明確にすると良かったと

思う。 

 河川レンジャーや川に係る取り組みを日ごろから発信し続けることが肝心と思った。
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27. 酒井・辻川・上田レンジャー・河川行政研修会・平成 22 年 7 月 12 日(月) 
27.1 実施状況  

＜テーマ：＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修：河川行政研修会 

担  当 三出張所管内 河川レンジャー酒井・辻川・上田レンジャー 

開催日時 平成 22 年 7 月 12 日（月）9：00～17：00 

参加人数 参加総数 26 名  

 

河川レンジャー 18 名

辻川、池宮、三輪、崎谷、上田、立

川、荘司、瀬野、山口、中島、酒井、

中川ゆ、谷岡、坂本、中村、田子、

仁枝、山村各レンジャー 

 講師 1 名 成宮調査課長 

 河川事務所 1 名 岡田係長 

 
運営事務局 6 名

西野、早瀬、松岡、橋詰、篠平、田

井中 

講  師 成宮氏 (淀川河川事務所調査課） 

スケジュール 9:06 酒井 R のあいさつ 

 9:06 会場全景と出席者のようす 

 9:09 上田講座研修実行委員長のあいさつ 

 9:11 講師成宮課長の紹介 

 13:12 バスで移動開始 

 13:40 牧野わんどでの説明のようす 

 13:41 参加者集合写真 

 14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の設置について 

 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について 

 14:39 三島江切り下げ区域の全景 

 14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応答 

 15:23 上田 R・立川 R：点野わんどでの活動について 

 15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除去について 

 16:13 成宮課長：赤川わんどの変遷について 

 16:41 毛馬出張所での休憩 

 
17:00 

辻川 R：西中島での野犬対策水路について話の後、閉会のあいさ

つ 

実施場所 

中央流域 C 会議室～ 

淀川現地 
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27.2 事前活動  

  

  

各種資料 

  

  

  

  

  

  

  

  
    

    

関係機関からの支援内容 講師：淀川河川事務所調査課成宮課長  

    

レンジャーの活動内容 

(当日レジュメより) 
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27.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 9:06 会場全景と出席者のようす  
13:40 成宮課長：牧野わんどでの説明のよう

す 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
14:18 中島 R：芥川一号井堰で魚道の

設置について 
 14:21 芥川全景：如是川決壊の歴史について

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 14:39 三島江切り下げ区域の全景  
14:45 酒井 R：切り下げ区域について質疑応

答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
15:34 山口 R：庭窪わんどの外来種除

去について 
 

17:00 辻川 R：西中島での野犬対策水路につ

いて話の後、閉会のあいさつ 
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27.4 意見・課題  

参加者からの意見 

  

淀川水系河川整備計画の説明を受け，淀川における河川環境，治水・防災，利水，

利用，維持管理の，現状及び問題・課題並びに対応策について，レンジャーと講師の

間で意見交換が行われました。 

特に治水・防災上の課題，人と川のつながり，水辺や河原の再生について意見があ

りました。 

 今後の課題 

１． 今回の研修では河川整備計画の全体を把握する目的で実施したが，個別のテーマ

について今後実施するかどうか。 

２．研修の成果を個々のレンジャー活動にどう活かしていくか。 
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28. 仁枝・谷岡・中島レンジャー・外来生物研修会・平成 22 年 9 月 7 日(火) 
28.1 実施状況  

＜テーマ：河川レンジャー研修「外来生物研修会」＞ 

テ ー マ 河川レンジャー研修「外来生物研修会」 

全国的に課題となっている外来生物の問題。レンジャーも活動の中ですで

に取り組んでいたり、今後の取組みを検討したりしている。 

・河川事務所の「地域と行政による協働」の取り組み事例から学ぶ、 

（平成 16 年「嵐山地区水草対策研究会」を発足。） 

・レンジャーの取組みを発表、課題や解決方法を紹介、考える。 

担  当 山崎、高槻出張所管内 仁枝・谷岡・中島 レンジャー 

開催日時 平成 22 年 9 月 7 日(火)8:30～17:00 

参加人数 参加総数 22 名  

 

河川レンジャー 12 名

現地 8 名、池宮、三輪、﨑谷、中川ゆり子、

田子、中島、仁枝、谷岡 

講義 12 名、上記に山本、酒井、山村、福井各

レンジャー 

 講師 1 名 室内講義 

 河川事務所 3 名 芝田監督官、日朝専門員、岡田係長 

 運営事務局 6 名 現地 5 名 

講  師 田村くに江さん 淀川河川事務所 河川環境課 専門職 

スケジュール  

8:30 

活動場所は桂川、嵐山の渡月橋、一の井堰上流。 

左岸の船着場付近に担当レンジャー、河川事務所、事務局集合

 8:50 参加レンジャー集合 

 9:00 道具を車から運搬、準備（胴長、ライフジャッケットを着用）

 9:15 除去作業の説明、体調の確認 

 9:32 除去作業を開始。対象外来水草はオオカナダモ、コカナダモ。

  ・地元の方々や嵯峨中学生と共同で行った。 

  ・作業は、外来の水草を採り、舟へ引き揚げることが主。 

 

 
 

・観察 在来種クロモなどとの違い、繁茂している場所と状況、

    除去前後の環境の変化、魚などの生き物を観察。 

 

 

11:00 

 

除去作業を終了、回収した水草の観察、かたづけ、着替え。 

移動と昼食 

 

 

14:30 

 

室内講義①田村講師 事務所の取組み、外来水草の影響と対策、

    ②レンジャーの取組み事例の紹介 中島、福井ほか。

 

 

 

17:10 

質疑応答、意見を交換 

終了、かたづけ 

実施場所 

 

午前：水草除去は、 

桂川、嵐山、 

渡月橋、一の井堰の 

上流 

 

 

午後の室内講義は、 

上流域流域センター 

2F 会議室 

（伏見出張所構内） 
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28.2 事前活動  

  

  

各種資料 

1．田村講師資料 

2．レンジャー発表資

料 

3．今後の活動チラシ 

  

  

 

 

  
 

    

関係機関からの 

支援内容  

淀川河川事務所からの支援 

 

1．関係団体との調整 

2．用具の貸与、運搬、講師の派遣、会場、資料の提供など 
   

    

レンジャーの 

活動内容  

1．レンジャー実行委員会で、研修のテーマ「外来生物」を決定。 

2．担当レンジャーで、企画、準備、運営。 

3．淀川河川事務所河川環境課と打合せ。 

4．用具の用意、貸与を受ける。 

5. 報告の作成 

  

28.3 活動状況  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 8:40 嵯峨野中学校の生徒参加者  9:23 レンジャー除去作業説明、体調確認 
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 9:32 水草の除去、回収  9:36 オオカナダモなどの観察 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 10:11 レンジャーと中学生の共同作業  10:18 レンジャーによる回収作業 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

   

 
10:12 作業中の中学校生徒と陸上から

安全監視のようす 
 11:11 回収した藻を前に集合写真 
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 14:52 室内講義   16:45 質疑応答 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

 

 

28.4 意見・課題  

  

  

  
  

参加者からの意見 
(敬称略)  

  

  

  

  

  

  

 

・池宮 

 有名な観光地の川に大量の水草が繁茂している事に驚いた。駆除や環境の改

善への取組みの大切さを感じた。改善していくかについては非常に難しい問

題があることも理解できた。総合的な取組みが重要だと感じた。 

・崎谷 

 現場：参加者が多種なことが成果に加え、対外的インパクトも有り 

  非常に意義がある事業だと思う。自身の活動にも役立つ良い機会。 

 講義：田村さんの話は参考になった。自然に人の手を加えすぎることが自然

を変化させてしまうのでは？ 

・酒井 

 ジャンボタニシを食用として再認識できないか。 

 特定外来種がなぜそこに生息することに問題があるか、整理が必要。 

 多種多様な情報が入手できた。 

・田子 

 長い間、桂川の生物を観察していて年々、外来生物が増加しているのを 

感じていました。繁殖力の強い外来種といえども生態系が安定していれば入

り込むことが難しいといわれていますので河川改修においてはその点充分注

意してほしいと思っています。 

・谷岡 

 嵐山で水草を採りながら水の良さ、風景の美しさを堪能しました。 

 他のレンジャーの活動について情報交換ができたことが良かった。 

・中島 

 地元の方とのお話によると、かつては二枚貝もボテジャコもたくさんいたと

のこと、でした。水草を採った後、貝を探してみました。 

講義ではいろいろと示唆を頂き、田村講師、皆さまに学びました。 
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・中川ゆり子 

 流れ藻を止める網の藻を採取、今取ったかと思うと流れの中に又、多くの藻

が引っかかっており楽しくもあり忙しい時間であったが、休憩が疲れをとっ

てくれました。講師やレンジャーの取組みに多くを学びました。 

・福井 

 嵐山の取組みを知り地元のジャンボタニシ駆除の取組みにおいても組織を作

っていく必要を実感しました。レンジャー活動で、駆除だけではなく学習、

遊びなど楽しいことも入れて仕切りなおしだとかんがえました。 

 ヌートリア、木津町の鹿川に餌付けをされているそう。留意したい。 

・仁枝 

 机上の知識にだけでなく現地での体験はレンジャー活動にとってとても有益

な研修であった。今後も現地体験型研修をより多く実施してほしい。 

 担当地域でもアレチウリが繁茂、住民とともに活動したいと考える。 

・山本 

 除去した水草の利用方法を考えてはどうか。外来魚、ジャンボタニシを食べ

るなどの活用は？外来種との上手な付き合う方法を考えても良いのでは？ 在

来のめだかもいることを知ったのは良かった。 

・山村 

 講義で外来種問題の概略が理解できた。今後に役立つと思う。 

人が川に近づかないことから始まっていると思う、大いに人を近づかせるこ

と、レンジャーの役割。 

草刈予算の減少は、外来種問題への対策においても認められないと思う。 

 

  

  

今後の課題 

  

  

 

・レンジャー研修について 

 活動の課題、問題となっていることを、これからもテーマにしてほしい 

との声が寄せられた。 

  

・外来生物問題 

 住民とレンジャー、河川管理者で、問題意識をどう共有化し、共に取り組むか。 

 例えば、ヌートリアに餌付けする人もあれば、駆除したい人もいる。  
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